
「平成 25年成人式」より
　舞鶴赤れんがパークで初めて開催。新成人
732人が出席し、新たな門出を祝いました。
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「
＃
ま
い
づ
る
の
う

た
」
と
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
を
付
け
て
つ
ぶ
や

い
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
、
舞
鶴
市
が
昭
和
18
年
の
市
制
施
行
か
ら
70
周
年
に
あ
た

る
節
目
の
年
で
す
。
市
で
は
、「
海
・
港
を
軸
と
し
て
市
民
が
生
み

出
す
元
気
！
ま
い
づ
る
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市
制
施
行
70
周
年　

記
念
事
業
を
ス
タ
ー
ト

海
港

キ
ー
ワ
ー
ド
は

と

　
市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業
検

討
市
民
会
議
か
ら
提
言
の
あ
っ
た

「
舞
鶴
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
歌
の

制
作
」
を
踏
ま
え
、
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
を
制
作
。
皆
さ
ん
か
ら
歌
詞

に
使
用
す
る
フ
レ
ー
ズ
（
言
葉
）

を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】　
❖
舞
鶴
の
雰
囲

気
や
特
徴
が
伝
わ
る
も
の
❖
舞
鶴

へ
の
思
い
入
れ
❖
夢
や
希
望
が
感

じ
ら
れ
る
も
の

【
応
募
規
定
】　
❖
15
文
字
程
度

❖
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で
、
第
３

者
の
著
作
権
を
侵
害
し
な
い
こ
と

❖
応
募
点
数
の
制
限
は
な
し
❖
著

作
権
は
市
に
帰
属
❖
ペ
ン
ネ
ー
ム

や
匿
名
で
も
可

【
そ
の
他
】　
歌
詞
お
よ
び
楽
曲

は
専
門
家
の
協
力
を
得
て
制
作
。

採
用
し
た
フ
レ
ー
ズ
は
修
正
を
加

え
る
場
合
あ
り

【
応
募
方
法
】　
郵
送
（
〒
６
２
５

‐
８
５
５
５
）
か
持
参
、
フ
ァ
ク

ス
（
62
・
５
０
９
９
）、
電
子
メ
ー

ル
（plan@

post.city.m
aizuru.

kyoto.jp

）
で
企
画
政
策
課
へ
。

２
月
18
日
㈪
必
着
。

《
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
受
け
付
け
》

▼
詳
し
く
は
、
企
画
政
策
課
（
☎

66
・
１
０
４
２
）
へ
。

シ
リ
ー
ズ 

舞
鶴
の
歩
み 

①

　

海
と
と
も
に
歩
み
発
展
し
て

き
た
舞
鶴
。
こ
の
地
に
人
々
が

暮
ら
し
始
め
た
の
は
、
約
１
万

２
，
０
０
０
年
前
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
浦
入
遺
跡
群
か
ら
出

土
し
た
約
５
，
３
０
０
年
前
の

丸
木
舟
を
使
っ
て
広
範
囲
で
交

易
を
行
っ
て
い
た
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

そ
の
後
、
16
世
紀
末
に
細
川

幽
斎
（
藤
孝
）・
忠
興
親
子
が

田
辺
城
を
築
い
て
以
来
、
西
地

区
は
城
下
町
と
し
て
発
展
し
ま

し
た
。
一
方
、
東
地
区
は
明
治

34
年
（
１
９
０
１
）
に
海
軍
の

鎮
守
府
が
設
置
さ
れ
、
海
軍
の

ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。

　

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）、

西
地
区
は
舞
鶴
市
と
し
て
、
東

地
区
は
東
舞
鶴
市
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
市
制
を
施
行
。
そ
し
て
、

昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）
５
月

27
日
に
両
市
が
合
併
し
、
現
在

の
舞
鶴
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）

に
は
加
佐
町
を
編
入
し
、
市
域

が
拡
大
し
ま
し
た
。

市
の
成
り
立
ち

「
市
制
施
行
70
周
年
記
念
」
の

名
義
使
用
を
希
望
す
る
人
へ

　
今
年
中
に
開
催
す
る
催
し
な
ど

で
「
市
制
施
行
70
周
年
記
念
」
の

名
義
使
用
を
希
望
す
る
人
は
、
所

定
の
用
紙
（
企
画
政
策
課
、
西
支

所
、
加
佐
分
室
な
ど
に
備
え
付

け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
３
月
29
日
㈮
ま
で
に
同
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

５月に京都舞鶴港に初めて入港する大型クルーズ客船「サン・プリンセス」５月に京都舞鶴港に初めて入港する大型クルーズ客船「サン・プリンセス」

総
合
文
化
会
館
で

５
月
18
日
、
記
念
式
典

　
市
制
施
行
70
周
年
記
念
式

典
を
５
月
18
日
㈯
、
総
合
文

化
会
館
で
開
催
。

　
功
績
者
表
彰
や
イ
メ
ー
ジ

ソ
ン
グ
の
披
露
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
決
ま

り
次
第
、
広
報
ま
い
づ
る
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

フ
レ
ー
ズ
を
募
集

KTR に乗って
旅に出掛けてみませんか

　宮福線は大正 12 年に開業し、厳しい経営の変革を
経て、昭和 63 年に現在の宮福線となりました。一方、
宮津線は国鉄として昭和７年に全線開通しましたが、
昭和 56 年に多額の赤字経営で廃止路線に選定。しか

　KTR（北近畿タンゴ
鉄道）は、宮福線（宮津
～福知山間）と宮津線（西
舞鶴～豊岡間）があり、
総営業距離は 114㌔㍍
です。

　KTR は地域で守る鉄道として、京都府や兵庫県を
はじめ、沿線の自治体や企業などが利用促進、財政
支援を実施しています。しかしながら、平成 23 年度

KTR で待っています

　KTR だからこそ見える素晴らしい風景や地域の宝物、人との交流…。
　タンゴ悠遊号、タンゴ浪漫号、快速大江山浪漫号、大江山悠遊号では、
私たちアテンダントが観光案内を行います（自動音声の場合あり）。
　ぜひ、KTR に乗って一緒に旅に出掛けてみませんか？

現状は？

知ってる？ＫＴＲのこと

最新情報
　今春、九州新幹線

（800 系）をデザインし
たデザイナーの水戸岡
鋭治さんの設計による

し、沿線の住民が一体となって「乗って残そう」とい
う気運が高まり、宮福線の経営会社と統合し、平成２
年に現在の KTR が設立されました。

観光列車「あかまつ・あおまつ」の運行が始まります。

お得情報

❖ KTR を利用する人は市営駐車場を 1 日上限 300
円で利用できます。
❖「サポーターズクラブ」に入会すると会員特別価格
の切符販売、列車利用で貯まるポイントカードの進呈
など特典があります。

▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。 ◀ KTR アテンダント

KTR シンポジウムを開催

【日時】２月 23 日（土）14 時 10 分～ 16 時 40 分
【場所】 大江町総合会館（福知山市。KTR大江駅前）
【内容】交通ジャーナリストの鈴木文彦さんによ
る基調講演のほか KTR の現状や利用促進の取り
組みなどについての報告

【問い合わせ先】KTR 利用促進協議会事務局（宮
津市企画総務室内、☎ 0772・45・1601）

丹後由良駅

【安寿足湯＆健康サ
ロン】日本海の海水
を利用した足湯
◆駅前通り
　由良診療所斜め前

豊岡駅

【玄武洞公園】
約 160 万年前に形成され
た玄武洞
◆兵庫県豊岡市赤石 1353

KTR 宮津線

KTR 宮福線

西
舞
鶴

宮
津

丹
後
由
良

天
橋
立

峰
山

網
野久

美
浜

豊
岡

福
知
山

綾
部

和田山

見どころ発見！！

▲車内のイメージ図

の決算額は約７億 8,000 万円の赤字で、そのうち約
5,600 万円を市が支援しています。
　KTR が誕生した 20 年前は鉄道の人気もあり、平
成５年度には利用者数が約 300 万人を突破。しかし、
車社会の発展や少子化のため年々減少傾向が続き、平
成 18 年度には過去最低の 194 万人となりました。
最近５年間の利用者数も約 200 万人前後で推移して
います。高校生などの通学利用者が多く、KTR は生
活の移動手段として重要な役割を果たしています。
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税
の
申
告
受
け
付
け
開
始

西
支
所
で
の
申
告
受
け
付
け
は
市
・
府
民
税
の
み
に
変
わ
り
ま
す

　
市
・
府
民
税
、
所
得
税
の
受
け

付
け
が
2
月
18
日
㈪
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　
市
役
所
で
の
申
告
受
け
付
け

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が
3
月

1
日
㈮
ま
で
。
3
月
4
日
㈪
以
降

は
、
市
・
府
民
税
の
申
告
の
み
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
か
ら
西

支
所
で
は
、
市
・
府
民
税
の
み
と

な
り
ま
す
。

　
会
場
や
日
程
の
詳
細
は
下
表
の

と
お
り
。

市
役
所
で
の
申
告
受
け
付
け

受付会場 舞鶴税務署 西支所 市政記念館 市役所

受付時間 ９時～ 17時 ９時～ 16時 ９時30分～ 12時
13時～ 16時

市・府民税: ９時～ 16時
所得税: ９時30分～ 16時

受付申告書 所得税 市・府民税 所得税 市・府民税 所得税 市・府民税 所得税 市・府民税

月日 曜日
● ●2/4 月

2/5 火 ● ●
2/6 水 ● ●
2/7 木 ●
2/8 金 ●
2/12 火 ●
2/13 水 ● ● ●
2/14 木 ● ● ●
2/15 金 ● ● ●
2/18 月 ● ● ● ●
2/19 火 ● ● ● ●
2/20 水 ● ● ● ●
2/21 木 ● ● ● ●
2/22 金 ● ● ● ●
2/25 月 ● ● 　●※ ●
2/26 火 ● ● 　●※ ●
2/27 水 ● ● 　●※ ●
2/28 木 ● ● ● ●
3/1 金 ● ● ● ●
3/4 月 ● ● ● ●
3/5 火 ● ● ● ●

3/6 水 ● ● ● ●

3/7 木 ● ● ● ●

3/8 金 ● ● ● ●

3/11 月 ● ● ● ●

3/12 火 ● ● ● ●

3/13 水 ● ● ● ●

3/14 木 ● ● ● ●

3/15 金 ● ● ● ●

申告受け付けの日程

※２月 25 日㈪～ 27 日㈬の市役所
での確定申告の相談・受け付けは、
近畿税理士会舞鶴支部所属の税理士
が実施。給与・年金所得者の還付申
告以外にも、事業・農業・不動産所
得者の申告相談も受け付けます。

②市役所での所得税の確定申告の相
談・受け付けは、税理士による相談
日を除き、給与・年金所得者の所得
税還付申告などが対象です。

　
昨
年
、
市
・
府
民
税
の
申
告
を

し
た
人
に
は
1
月
下
旬
に
申
告
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。
届
い
て
い

な
い
人
や
新
た
に
申
告
が
必
要
に

な
っ
た
人
は
、
税
務
課
へ
連
絡

を
。

市
・
府
民
税 

申
告
書
の
送
付

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
66
・

１
０
２
６
）
へ
。

①申告の相談・受け付けは、●印が
ついているところで実施。●印のな
いところは、相談・受け付けができ
ません。また、各会場とも、土・日・
祝日は受け付けできません。

　
国
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
公
的

年
金
の
収
入
金
額
が
年
間
４
０
０

万
円
以
下
で
、
か
つ
、
そ
の
他
の

所
得
が
年
間
20
万
円
以
下
の
人

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要

に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
・
府
民
税
が
課
税

に
な
る
人
で
、
年
金
の
源
泉
徴
収

票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
社
会
保

険
料
控
除
（
納
付
書
・
口
座
振
替

で
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険
料
な

ど
）、
医
療
費
控
除
、
扶
養
控
除

等
各
種
控
除
の
追
加
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
市
・
府
民
税
の
申
告
書

を
提
出
す
る
と
、
市
・
府
民
税
が

減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
確
認
は
下
図
参
照
）。

市
・
府
民
税
の
申
告
を
す
る
と

市
・
府
民
税
が
減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

公
的
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
へ

▪
年
金
・
給
与
所
得
者
の
還
付
申

告
相
談
会
場
　
年
金
所
得
者
や
給

与
所
得
者
の
所
得
税
の
還
付
申
告

は
、
次
の
申
告
相
談
会
場
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

【
日
時
】　

2
月
13
日
㈬
～
15
日

㈮
9
時
～
12
時
と
13
時
～
16
時

【
場
所
】　
市
政
記
念
館

※
今
年
は
西
総
合
会
館
、
商
工
観

光
セ
ン
タ
ー
で
の
開
設
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
舞
鶴
税
務
署
（
☎

75
・
０
８
０
１
）
へ
。

舞
鶴
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

源泉徴収票に記載のある扶養親族の人数と
公的年金の収入金額が、
０人の場合、年間 1,480,001 円以上
１人の場合、年間 1,928,001 円以上
２人の場合、年間 2,208,001 円以上
３人の場合、年間 2,488,001 円以上

源泉徴収票に記載のある扶養親族の人数と
公的年金の収入金額が、
０人の場合、年間    980,001 円以上
１人の場合、年間 1,470,668 円以上
２人の場合、年間 1,844,002 円以上
３人の場合、年間 2,217,335 円以上

1 月 1 日現在 65 歳以上である。

市・府民税の申告は不要です。
（ただし、遺族年金・障害年金のみ受給し
ている人は必要です）

国民健康保険料等の社会保険料控除（納付書・口座振替で支払っ
たもの）、医療費控除、生命保険料控除、地震保険料控除、配偶者
控除・扶養控除、寡婦控除、障害者控除などの各種控除の適用で
追加変更がある。

市・府民税の申告は不要です。
（ただし、遺族年金・障害年金のみ受給し
ている人は必要です）

市・府民税の申告をすると市・府
民税額が減額になる場合がありま
す。（ただし、個々の所得・控除状
況などにより、税額が変わらない
場合があります）

市・府民税が減額になる
と見込まれる場合は、市
役所へ市・府民税申告書
を提出してください。

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

㊟本人が寡婦・寡夫、もし
くは障害者手帳をお持ちの
場合は、この流れ図とは異
なることがあります。

②①

①

③

②

②

③

①

②

③

　下記の源泉徴収票（一例）に記され
た①～③の金額や人数などを、右記の
①公的年金の収入金額②扶養親族の人
数③各種控除に当てはめてご確認くだ
さい。

▲上記の様式は、源泉徴収票の一例を示し
たものです。様式は、年金の支払者によっ
て異なります。

　
市
・
府
民
税
の
申
告
は
、
５
年

間（
現
年
度
を
含
む
）さ
か
の
ぼ
っ

て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
控
除
の
申
告
漏
れ
が
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
所
得
と
控
除
の
状
況
に

よ
っ
て
は
税
額
が
変
わ
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎
66
・

１
０
２
６
）
へ
。

▪
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
利
用

の
ご
案
内　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を

入
力
す
れ
ば
、
税
額
な
ど
が
自
動

計
算
さ
れ
、
所
得
税
申
告
書
が
作

成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た
申
告
書

は
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
、
郵
送

で
提
出
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

市・府民税 申告の要否確認図（平成 25 年申告用）

ご注意下さい
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市の財産を売却　放課後児童クラブの利用申し込み

公共施設の自動販売機
設置事業者を募集

　公共施設への自動販売機設置事業者の選定につい
て、一般競争入札を実施します。

【設置期間】４月１日（月）～来年３月 31 日（月）
【設置場所】リサイクルプラザほか 10 施設
【自動販売機の種類】
❖清涼飲料水
❖アイスクリーム

【申し込み方法】所定の用紙（管財契約課に備え付け。
市ホームページからダウンロード可）に必要書類を添
えて、２月８日（金）までに郵送か持参で同課へ。

【落札候補者の決定】２月 13 日（水）。ファクス、
郵送で通知書を送付（落札候補者のみ）。

▶詳しくは、管財契約課（☎ 66・1045）へ。

　楽天㈱のインターネット公有財産売却システム
（官公庁オークション）を利用した公有財産売却の
一般競争入札を実施します。

【物件】
❖物品…スキャナー１台、スピーカー１台
❖宅地（市内字朝来中小字八田 170-38、313.75 平方㍍）

【公有財産売却の入札の流れ】
①参加仮申し込み
　 楽 天 ㈱ の 官 公 庁 オ ー ク シ ョ ン（http://public.
auction.rakuten.co.jp/sys/）にアクセスし、参加
仮申し込みの手続きを。楽天市場の ID が必要。申
込期限は２月 12 日（火）17 時。
②参加本申し込み
　所定の用紙（管財契約課に備え付け。市ホームペー
ジからダウンロード可）に必要事項を記入し、入札
保証金（予定価格の 1/10 以上で市が定める額）を
納付のうえ、同課へ提出（落札できなかった場合は
返還）。申込期限は２月 20 日（水）17 時。
③入札
　楽天㈱の官公庁オークションにアクセスし、入札
価格を登録。
❖入札期間…２月 22 日（金）13 時～３月４日（月）
13 時
❖形式…入札形式（１回のみ登録可）
④落札者決定
　３月６日（水）
　落札者の決定後、落札通知や手続きなどを案内。

▶詳しくは、管財契約課（☎ 66・1045）へ。

　４月からの放課後児童クラブの利用申し込みを受
け付けます。
　対象や利用の要件などは次のとおり。
▪対象　新１年生～３年生
▪利用の要件　放課後や土曜日・長期休業期間に共
働きなどで保護者が家庭にいない児童
▪利用施設（　）内は定員
❖児童センターふたば（30 人）
❖なかすじ保育園（20 人）
❖新舞鶴・三笠・倉梯・倉梯第二・与保呂・志楽・
朝来・中舞鶴・明倫・吉原・余内・池内・中筋・福
井・高野・岡田小学校区の児童クラブ（各 20 人）
（新舞鶴・倉梯・志楽・明倫・余内・中筋小学校区
は各２クラブを設置）

▪利用時間　放課後～ 18 時 30 分（土曜日や長期
休業期間などは８時～ 18 時 30 分）
▪利用料　月額 6,000 円（兄弟姉妹が同時に利用
する場合、２人目から半額）。おやつ代や保険料な
どが別途必要。
▪申し込み方法　所定の用紙（各児童クラブ、子ど
も支援課、西支所庶務係に備え付け。市ホームペー
ジからダウンロード可）に必要事項を記入し、２月
12 日（火）までに希望の児童クラブへ提出。同課、
同係の窓口でも可。
▪利用者の決定　多数の場合は、保護者の勤務や児
童の状況などを考慮し決定。

▶詳しくは、子ども支援課（☎ 66・1008）へ。

回
答

《
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
》

　
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
か
つ
、
そ
の
他
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
場
合
で
、
追
加

す
る
控
除
が
な
く
、
ま
た
、
所
得

税
の
還
付
が
発
生
し
な
い
と
き

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

《
市
・
府
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
》

　
年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
控
除
以
外
に
追
加
す
る

控
除
が
な
い
場
合
、
市
・
府
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問

　
私
は
昨
年
1
年
間
の
公
的
年
金

収
入
が
３
０
０
万
円
で
、
他
の
所

得
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
金

の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
控
除
以
外
に
控
除
の
追
加
も
あ

り
ま
せ
ん
。
申
告
は
必
要
で
す

か
？ 税

の
申
告
問
答
　
～ 

公
的
年
金
収
入
編 

～

問
い
合
わ
せ
の
多
い
質
問
と
回
答
を
紹
介

回
答

《
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
》

　
公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
か
つ
、
そ
の
他
の
所
得

が
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
所
得
税
の
還
付
が

発
生
す
る
場
合
は
、
確
定
申
告
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
市
・
府
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
》

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
場

合
は
、
市
・
府
民
税
の
申
告
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
確
定
申
告
を
し
な
い
場
合
は
、

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
の
な

い
控
除
を
追
加
し
て
市
・
府
民
税

の
計
算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

市
・
府
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

質
問

　
私
は
昨
年
1
年
間
の
公
的
年
金

収
入
が
２
８
０
万
円
で
、
他
の
所

得
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
の
源
泉

徴
収
票
に
記
載
の
な
い
生
命
保
険

料
控
除
や
医
療
費
控
除
を
追
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
申
告
は

必
要
で
す
か
？

市・府民税の控除の要件と控除額

支払った
保険料・医療費 控除額

健康保険料
介護保険料
国民年金保険料

支払った額

一般生命保険料
介護医療保険料
個人年金保険料

❖新契約（平成24年1月１日以降の契約）
それぞれ最高28,000円
（合計上限70,000円）
❖旧契約（平成23年12月31日以前の契約）
それぞれ最高35,000円
（合計上限70,000円）

地震保険料 最高25,000円

医療費
支払った医療費から生命保険の給付金など
を除いた額のうち24年中の所得金額の５㌫
に相当する額（最高10万円）を超えた額

要件 控除額

寡婦

夫と死別・離婚か生死不明で、
控除対象扶養親族がいる 26万円

夫と死別か生死不明で
24年中の所得金額が500万円以下 26万円

夫と死別・離婚・生死不明で
控除対象扶養親族である子を有し、
24年中の所得金額が500万円以下

30万円

寡夫
妻と死別・離婚か生死不明で、
控除対象扶養親族である子を有し、
24年中の所得金額が500万円以下

26万円

障害者

次のいずれかに該当
❖障害者手帳や戦傷病者手帳などの
　交付を受けている
❖65歳以上で福祉事務所長の
　「障害者控除対象者認定書」を受けている

26万円
（重度の
障害は
30万円）

▪非課税になる場合も
　平成 24 年中の所得金額が 125 万円（65 歳以上で公的年金収入のみの場合は年金収入金額 245 万円）以下
の寡婦・寡夫・障害者は、市・府民税が非課税になります。 ▶詳しくは、税務課（☎ 66・1026）へ。

　平成 24 年中に保険料や医療費などを支払った年金受給者や寡婦・寡夫・障害者などが申告により控除が受けら
れる場合の要件と控除額は次のとおり（控除額は、市・府民税の控除額）。

　市税や国民健康保険料などの納付には、納め忘れ
がなく便利な口座振替をぜひご利用ください。
　申し込みは、通帳と届出印、納税（納入）通知書
を持って金融機関か郵便局の窓口へ。

▶詳しくは、税務課（☎ 66・1025）へ。

口座振替のご利用を
　「国税電子申告・納税システム（e

イータックス

-Tax）」を利用
して電子申告を行う場合は、電子証明書が必要で
す。証明書は、市役所で発行する住民基本台帳カー
ドに記録します（手数料が必要）。

【発行窓口】市民課、西支所市民・年金係
▶詳しくは、同課（☎ 66・1001）、同係（☎ 77・2252）へ。

電子申告には電子証明書が必要

障害者施策推進協議会の
委員が決定

　障害者に関する施策の総合的・計画的な推進につい
て、調査・審議などを行う協議会の委員（20 人）が
決定しました。
　委員の皆さんは次のとおりです（敬称略。50 音順）。
❖泉高男　　　❖伊庭節子　　❖清本隆行　
❖小林舜治　　❖新谷篤則　　❖鈴木令子　
❖隅山充樹　　❖田中國雄　　❖田中正人　
❖長柄さゆり　❖長谷川順市　❖藤井康徳　
❖松井博　　　❖松岡正人　　❖峰島厚　　
❖村尾幸作　　❖室木義治　　❖森田諭　　
❖弓削マリ子　❖吉田光廣

▶詳しくは、障害福祉課（☎ 66・1033、ＦＡＸ 62・
7957）へ。
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地
域
経
済
の
活
性
化
と
市
の
財

源
確
保
の
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
広
告
を
掲
載
す
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。
　

　
掲
載
は
４
月
か
ら
。
月
平
均
約

７
万
件
の
ア
ク
セ
ス
数
が
あ
る
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
広
告
を
掲
載
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
掲
載
期
間
】
４
月
～
来
年
３
月

で
希
望
す
る
月
数

【
対
象
】
市
内
に
店
舗
、
工
場
、

事
業
所
な
ど
を
有
す
る
法
人
、
個

人
事
業
者
な
ど

【
募
集
件
数
】
先
着
12
件

【
掲
載
料
】
１
か
月
５
，
０
０
０

円
（
原
則
、
掲
載
を
希
望
す
る
月

数
分
を
一
括
納
付
す
る
こ
と
）

【
掲
載
可
否
の
決
定
】
要
綱
と
基

準
お
よ
び
取
扱
要
領
に
基
づ
き
決

定【
申
し
込
み
方
法
】
所
定
の
用
紙

（
広
報
広
聴
課
に
備
え
付
け
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

広
告
の
画
像
デ
ー
タ
と
市
税
の
納

税
証
明
書
（
市
税
に
つ
い
て
滞
納

の
な
い
証
明
）
を
添
え
て
、
掲
載

希
望
の
1
か
月
前
（
４
月
か
ら
掲

載
を
希
望
す
る
場
合
は
２
月
28
日

㈭
）ま
で
に
同
課
へ
郵
送
か
持
参
。

▼
詳
し
く
は
、
広
報
広
聴
課
（
☎

66
・
１
０
４
１
）
へ
。

バナー広告を掲載しませんか
25 年度　市ホームページ

24
年
度
補
正
予
算
な
ど

　
　
　
　
16
議
案
を
可
決
・
同
意

市
議
会
12
月
定
例
会

　
市
議
会
12
月
定
例
会
（
11
月
30

日
～
12
月
25
日
）
で
、
尾
関
善
之

氏
（
65
歳
、
南
田
辺
＝
創
政
ク
ラ

ブ
議
員
団
）
が
議
長
に
、
上
羽

和
幸
氏
（
52
歳
、
溝
尻
町
＝
公
明

党
議
員
団
）
が
副
議
長
に
選
出
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
度
の
一
般
会

計
補
正
予
算
や
条
例
制
定
な
ど
市

長
提
案
の
16
議
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま

し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

《
補
正
予
算
》

▪
一
般
会
計
（
第
５
号
）　
宮
城

県
石
巻
市
へ
の
職
員
派
遣
経
費
や

東
地
区
中
心
市
街
地
複
合
施
設

（
マ
イ
コ
ム
）
の
取
得
費
、
平
成

23
年
の
台
風
15
号
な
ど
に
よ
る
被

害
に
対
す
る
災
害
復
旧
費
を
追
加

す
る
と
と
も
に
、
人
事
異
動
に
伴

う
人
件
費
な
ど
を
補
正
す
る
も
の

で
、
歳
入
・
歳
出
と
も
２
億
８
，

１
５
４
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
結
果
、予
算
総
額
は
歳
入
・

歳
出
い
ず
れ
も
３
６
４
億
３
，
８

１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
。

❖
職
員
給
与
費
・
一
般
事
務
経
費

等
（
人
事
異
動
な
ど
）
８
，
４
９

６
万
円
❖
東
地
区
中
心
市
街
地
立

体
駐
車
場
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
取
得
事
業
費
６
，
４
３
５
万

円
❖
林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
費

５
，
３
２
０
万
円
❖
道
路
橋
り
ょ

う
災
害
復
旧
事
業
費
５
，
６
０
０

万
円

▪
特
別
会
計
　
❖
国
民
健
康
保
険

事
業
（
第
２
号
）
88
万
円
減
額
の

92
億
２
，
１
８
２
万
円
❖
下
水
道

事
業
（
第
１
号
）
２
１
１
万
円
増

額
の
48
億
８
，
８
９
３
万
円
❖
介

護
保
険
事
業
（
第
２
号
）
３
０
２

万
円
増
額
の
78
億
６
，
１
０
７
万

円
❖
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
（
第

１
号
）
87
万
円
減
額
の
11
億
３
，

６
６
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
条
例
》

▪
東
地
区
中
心
市
街
地
複
合
施
設

条
例
の
制
定
　
立
体
駐
車
場
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
備
え
た
施
設

の
設
置
お
よ
び
管
理
・
運
営
に
つ

い
て
定
め
た
も
の

▪
赤
れ
ん
が
博
物
館
条
例
の
一
部

改
正
　
赤
れ
ん
が
を
活
用
し
た
地

域
の
活
性
化
な
ど
を
図
る
た
め
、

同
施
設
を
教
育
委
員
会
か
ら
市
長

部
局
に
移
管
す
る
も
の

《
人
事
》

▪
監
査
委
員
の
選
任
　
梅
原
正
昭

氏
（
64
歳
、
平
＝
鶴
声
ク
ラ
ブ
）

《
そ
の
他
》

▪
特
定
調
停
申
立
事
件
に
関
す
る

調
停
　
府
高
度
化
資
金
貸
付
金
に

係
る
特
定
調
停
申
立
事
件
の
調
停

に
合
意
（
９
㌻
に
関
連
記
事
）

　
市
の
施
設
に
つ
い
て
、
民
間
の

能
力
を
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、
次
の

と
お
り
指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま

し
た
。
市
議
会
12
月
定
例
会
で
の

議
決
を
経
て
行
っ
た
も
の
。
指
定

期
間
は
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

１
年
間
。

❖
七
条
海
岸
駐
車
場
…
舞
鶴
商
工

会
議
所
❖
舞
鶴
文
化
公
園
…
㈶
舞

鶴
市
花
と
緑
の
公
社

【
指
定
管
理
者
を
指
定
】

　
協
同
組
合
東
舞
鶴
商
店
街
連
盟

（
以
下
「
東
商
連
」）
が
マ
イ
コ
ム

の
建
設
時
に
府
か
ら
借
り
入
れ
た

高
度
化
資
金
の
期
限
内
で
の
完
済

が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
京
都
簡

易
裁
判
所
に
申
し
立
て
た
特
定
調

停
（
※
）
が
、相
手
方
で
あ
る
府
、

利
害
関
係
人
で
あ
る
市
が
、
府
議

会
、
市
議
会
の
議
決
を
受
け
、
裁

立
体
駐
車
場
お
よ
び

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
（
マ
イ
コ
ム
）

に
係
る
特
定
調
停
が
成
立

中
心
市
街
地
の
都
市
機
能
の
確
保
へ

今
後
の
予
定

　
４
月
か
ら
の
管
理
運
営
に
向

け
、
成
立
し
た
調
停
内
容
の
履
行

手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
施
設
の
利
用
方
法
な
ど
詳
細
は

決
ま
り
次
第
、
広
報
ま
い
づ
る
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

市
が
調
停
案
の
合
意
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
理
由

　
市
は
、
次
の
理
由
か
ら
調
停
案
に

合
意
し
、
施
設
を
購
入
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

▼
詳
し
く
は
、
観
光
商
業
課
（
☎

66
・
１
０
２
４
）
へ
。

❖
現
在
、
年
間
６
万
台
を
超
え
る

多
く
の
駐
車
場
利
用
が
あ
り
、
中

心
市
街
地
の
都
市
機
能
（
駐
車
場

機
能
）
の
安
定
的
な
確
保
お
よ
び

商
店
街
機
能
の
維
持
、
今
後
の
高

齢
化
社
会
に
お
け
る
社
会
資
本（
都

市
基
盤
）
を
守
る
た
め
に
必
要

❖
施
設
の
底
地
所
有
者
（
利
害
関

係
人
）
で
あ
る
市
は
、
施
設
の
公

的
役
割
か
ら
借
地
権
を
設
定
し
た

も
の
。
今
後
、
中
心
市
街
地
に
お

け
る
重
要
な
施
策
遂
行
に
は
貴
重

な
土
地
で
あ
り
、
市
が
完
全
所
有

権
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠

❖
市
以
外
の
者
が
取
得
し
、
他
の

用
途
に
転
用
し
た
場
合
、
市
に
国

へ
の
補
助
金
返
還
が
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
る

①東商連は、借入残金 4 億 1,897 万円および平成 24 年 10
月 1 日以降に発生した違約金を支払い債務として認める
②東商連および連帯保証人は、1 億 9,500 万円を一括
して支払う
③市は、東商連から立体駐車場施設を 6,217 万円（税別）
で購入し、東商連は、②の支払いに充当する
④府は、東商連が②の金額を支払ったときは、残債

（2 億 2,397 万円＋違約金）について債権放棄する
⑤市は、立体駐車場施設および当該借地権を、同施設
の地域における公的役割などに鑑み、同施設の駐車場
機能などを維持し、適切な施設の管理運営を確保する

【調停委員会から示された調停案の概要】

【施設概要】
▪建設　平成４年度
▪構造　鉄骨造７階建て　
❖立体駐車場…２階～屋上階（駐車台数 210 台）
❖コミュニティ施設…１階：ホール、２階：会議室
▪建設費　11 億 1,669 万円

《内訳》
①融資　
❖府…５億 9,907 万円（高度化融資）❖市…１億円
❖その他…1,433 万円
②補助金　
❖市…２億 5,329 万円　❖府…5,000 万円
③自己資金　１億円

※
「
特
定
調
停
」
と
は
…

　

返
済
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
困
難

な
個
人
・
法
人
が
、
裁
判
所
を
介
し
、

債
権
者
と
返
済
方
法
な
ど
に
つ
い
て

調
整
し
、
事
業
の
建
て
直
し
な
ど
を

図
る
た
め
の
再
生
型
の
法
的
手
続
き

と
し
て
、
民
事
調
停
の
特
例
と
し
て

定
め
ら
れ
た
も
の
。
調
停
委
員
会
は
、

法
律
、
税
務
、
金
融
、
企
業
の
財
務
、

資
産
の
評
価
な
ど
に
関
す
る
専
門
的

東
商
連
が
施
設
を
売
却
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

　
調
停
委
員
会
が
、
東
商
連
お
よ

び
連
帯
保
証
人
の
清
算
価
値
と
の

比
較
の
も
と
で
、
東
商
連
の
資
産

で
あ
る
マ
イ
コ
ム
施
設
の
売
却
金

額
を
含
め
た
返
済
が
、
公
正
か
つ

妥
当
な
一
括
返
済
額
で
あ
る
と
判

断
し
た
た
め
。

　
併
せ
て
、
債
権
放
棄
を
受
け
た

際
に
発
生
す
る
債
務
免
除
益
課
税

に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
東
商
連

は
結
局
破
綻
す
る
こ
と
と
な
り
、

再
生
型
の
法
的
手
続
き
で
あ
る
特

定
調
停
を
と
り
ま
と
め
る
た
め
に

は
、
マ
イ
コ
ム
施
設
の
売
却
に
よ

る
損
金
で
債
務
免
除
益
と
相
殺
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
。

❖
調
停
が
成
立
し
な
か
っ
た
場

合
、
商
店
街
全
体
が
壊
滅
的
な
影

響
を
受
け
る

❖
相
手
方
で
あ
る
府
が
、
府
高
度

化
資
金
等
債
権
管
理
委
員
会
の
意

見
な
ど
も
踏
ま
え
、
調
停
案
の
合

意
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ

と
。
ま
た
、
調
停
委
員
会
の
も
と

で
、
妥
当
か
つ
早
期
の
解
決
を
図

る
た
め
に
示
さ
れ
た
調
停
案
を
成

立
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

な
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
構
成
さ

れ
、
調
停
委
員
会
が
示
す
調
停
案
の

内
容
は
債
務
者
の
経
済
的
再
生
と
い

う
観
点
か
ら
公
正
か
つ
妥
当
で
経
済

合
理
性
を
持
っ
た
内
容
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
定

調
停
に
お
い
て
、
相
手
方
と
合
意
が

成
立
し
、
こ
れ
を
調
書
に
記
載
し
た

と
き
は
、
そ
の
記
載
事
項
は
確
定
判

決
と
同
一
の
効
力
を
有
し
ま
す
。

判
所
（
調
停
委
員
会
）
が
示
し
た

「
調
停
案
」
に
合
意
し
、
昨
年
12

月
27
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
成
立
し
た
調
停
に
基
づ

き
、
施
設
の
取
得
・
管
理
運
営
に

必
要
な
手
続
き
を
進
め
、
中
心
市

街
地
の
都
市
機
能
の
確
保
、
商
店

街
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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健康増進計画（案）の概要

基本理念 一人ひとりが主人公　みんなでつくろう健康なまち・まいづる

基本方針
①生活習慣病の発症および重症化予防のための取り組みの推進
②ライフステージに着目した健康づくりの推進
③健康づくりを推進していくための環境整備

重点施策の方向性

①健やかな子どもの成長発達のための健康づくりの推進
②子どものころからの生涯を通じた歯と口腔の健康づくりの推進
③運動を中心とした健康づくりの推進
④生活習慣病の改善を中心とした健康づくりの推進
⑤認知症予防の推進
⑥地域における健康づくりの推進

ライフ
ステージ別

の目標

子ども世代
❖朝・昼・夕の３食きちんと食べる❖むし歯をつくらない❖外遊びを楽しむ
❖早寝・早起きをする❖たばこは吸わない❖子どもの発達がわかる
❖楽しく子育てができる

働きざかり世代
❖良い食習慣・運動の習慣を身につける❖肥満（メタボリックシンドローム）にならない
❖正しいお口のセルフケアを身につける❖禁煙に努める❖ストレスの解消に心がける
❖定期的に健診（検診）を受ける

高齢者世代
❖健康的な生活習慣を心がける❖認知症になりにくい生活習慣を実施する
❖転ばないように心がける❖バランスのよい食事を楽しく食べる
❖ 80 歳で 20 本以上の歯を保つ

各世代を通じた環境づくり ❖地域の活動に積極的に参加する❖自分の健康づくりに積極的に取り組む
❖生きがいのある生活を送る❖参加できる健康づくりの場を増やす

▶健康増進計画に関するお問い合わせは、健康増進課（☎ 65・0065、ＦＡＸ 62・0551）へ。

文化振興基本指針（案）の概要

文化振興の理念 ❖すべての市民が文化を楽しみ、創造できるまち　舞鶴
❖まちを誇りに思い、愛着が感じられる文化都市　舞鶴

６つの柱 ①文化に参加する②文化を創造する③文化でつながる
④まちづくりに文化を活かす⑤舞鶴らしい文化を発信する⑥文化の育つしくみをつくる

重点的に
取り組む項目

①（仮称）舞鶴市文化振興条例の制定を検討する
②次代を担う子どもの豊かな感受性を育むため、文化芸術に慣れ親しむ機会を設ける
③舞鶴の歴史、文化など地域資源について「ふるさと学習」を促進する
④市民が文化芸術を学ぶことができる専門性を持った学習機会を設ける
⑤民間の文化プロデューサーが活躍できる環境を整える
⑥舞鶴市文化事業団が文化芸術の振興および文化情報の収集・発信などの中核的役割を発揮するよう機能を強化する
⑦市民の文化活動を支援する公募型補助金を創設する　
⑧地域資源を継承し、舞鶴らしい文化を内外に発信する
⑨文化芸術の持つ創造性を地域振興、産業振興等に活用するなど、創造都市への取り組みを進める

▶文化振興基本指針に関するお問い合わせは、文化振興課（☎ 66・1019、ＦＡＸ 62・9891）へ。

▶地域防災計画、住民避難計画に関するお問い合わせは、危機管理・防災課（☎ 66・1089、ＦＡＸ 64・7688）へ。

地域防災計画（一般災害対策編）の見直し案の概要

総則 地域防災計画は、一般災害対策編、震災対策編、原子力災害対策編、事故対策計画編の４編で構成し、
一般災害対策編を基本編とすることを明文化

災害予防計画

❖文化財の保護対策❖ハザードマップの利用❖専門的知見を有する防災担当職員の確保および育成
❖実践的な防災訓練、複合災害を想定した訓練の実施❖企業防災の促進
❖学校施設の整備・運営面における防災機能の向上❖行政機能の業務継続性の確保
❖福祉避難所の指定❖広域一時滞在に関する支援の要請
❖災害時帰宅支援ステーション事業の活用❖廃棄物処理に係る防災体制の整備
❖土砂災害警戒区域等における防災対策❖集中豪雨対策の促進　など

災害応急対策計画 ❖通信途絶時における多様な手段の確保❖避難所の管理、運営
❖災害応急対策時の労働力の確保❖応急仮設住宅の運営管理❖社会秩序の維持対策　など

災害復旧計画 ❖風評被害対策❖激甚災害の指定に関する措置　など

住民避難計画の基本的な考え方（案）の概要

避難対象範囲 ❖高浜発電所から概ね 30㌔㍍圏内の全市民❖大飯発電所から概ね 32.5㌔㍍圏内の全市民

避難手段

❖バスや自家用車などにより避難
❖自家用車での避難は、原則、要援護者の避難および家族や隣近所などでの乗り合わせとする
❖避難時集結場所への移動には、状況に応じて、バスやタクシー、自家用車も活用
❖状況に応じて、船舶、鉄道などの交通手段の活用も考慮し応援要請

避難指示

❖発電所からの距離に応じて、自治会などの単位で段階的に集結し避難
❖高浜発電所からの距離に応じて概ね５㌔㍍ごとに分けたゾーン（A ～ F ゾーン）を基本に区域設定
❖大飯発電所の区域設定も、高浜発電所のゾーンに合わせることを基本とする
❖大山・田井・成生・野原地区は、避難経路を考慮し PAZ の地域に準じた避難とする
❖高浜発電所からの距離が 10㌔㍍を超える西大浦地区も、避難経路を考慮し 10㌔㍍圏内と同様に設定
❖国の避難指示に従い、市は避難区域（ゾーン）に対して、避難および屋内退避の指示を行う
❖住民には平常時から各地域のゾーンを周知・徹底する

避難先
❖避難先からのさらなる避難を避けるため、避難先は市外を基本とする
❖放射性物質の拡散方向に応じた避難に対応するため、西方面と南方面（京都市以南の市町村）の２方向で現在、
府において調整中

避難者の
把握方法

❖自治会や自主防災組織などの協力により避難時集結場所での把握に努める
❖最終的には避難先で把握する

　
市
で
は
、
次
の
計
画
・
指
針
の

策
定
お
よ
び
見
直
し
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
お

よ
び
見
直
し
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
手
続
制
度
（
市
民
意
見
提
出

制
度
）
に
基
づ
き
、
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
概
要
は
下
表
と
11
㌻
表
の
と
お

り
。

《
新
た
に
策
定
》

❖
健
康
増
進
計
画
（
25
～
34
年

度
）
…
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
舞

鶴
の
実
現
に
向
け
た
健
康
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
も
の
。

❖
文
化
振
興
基
本
指
針
（
25
～
34

年
度
）
…
個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る

文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
方
向
性
を
示
す
も
の
。

《
現
計
画
の
見
直
し
》

❖
地
域
防
災
計
画
（
一
般
災
害
対
策

編
）
…
市
域
に
係
る
風
水
害
、
土
砂

災
害
な
ど
の
予
防
対
策
、
応
急
対

策
、
復
旧
対
策
を
定
め
た
も
の
。

❖
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害

対
策
編
）・
住
民
避
難
計
画
の
基

本
的
な
考
え
方
…
市
域
に
係
る
原

子
力
災
害
の
事
前
対
策
、
緊
急
事

態
応
急
対
策
、
中
長
期
対
策
を
定

め
た
も
の
。
ま
た
、
原
子
力
災
害

に
か
か
る
住
民
避
難
計
画
を
別
途

作
成
す
る
た
め
基
本
的
な
考
え
方

を
示
す
も
の
。

【
提
出
方
法
】
い
ず
れ
も
様
式
は

自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
❖
「
健
康
増
進
計
画

（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
❖
「
文

化
振
興
基
本
指
針
（
案
）
に
対
す

る
意
見
」
❖
地
域
防
災
計
画
（
一

般
災
害
対
策
編
）
見
直
し
案
に
対

す
る
意
見
」
❖
「
地
域
防
災
計

画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）
見
直

し
案
に
対
す
る
意
見
」
❖
「
住
民

避
難
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と
明
記

し
て
、
郵
送
か
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
各
担
当
課
へ
。
匿

名
、
電
話
、
口
頭
に
よ
る
意
見
は

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
募
集
期
限
】

❖
健
康
増
進
計
画
（
案
）
…
２
月

28
日
㈭
❖
文
化
振
興
基
本
指
針

（
案
）
…
２
月
22
日
㈮
❖
地
域
防

災
計
画
（
一
般
災
害
対
策
編
・
原

子
力
災
害
対
策
編
）
見
直
し
案
、

住
民
避
難
計
画
の
基
本
的
な
考
え

方
（
案
）
…
２
月
18
日
㈪

【
計
画
・
指
針
（
案
）、
見
直
し

案
の
公
表
場
所
】
い
ず
れ
も
各
担

当
課
の
ほ
か
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、
中
央
・

東
・
西
・
南
公
民
館
、
大
浦
・
城

南
会
館
、
東
・
西
図
書
館
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱

い
】
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考

慮
し
て
最
終
案
を
作
成
。
ま
た
意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の

考
え
方
な
ど
を
整
理
し
公
表
し
ま

す
（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ

ん
）。

地域防災計画（原子力災害対策編）の見直し案の概要

総則

❖高浜および大飯発電所を対象
❖防災対策を重点的に充実すべき地域として、予防的防護措置を準備する区域（PAZ：高浜発電所から概ね５㌔㍍
までの範囲）および緊急時防護措置を準備する区域（UPZ：高浜発電所から概ね 30㌔㍍までの範囲および大飯発
電所から概ね 32.5㌔㍍までの範囲）を設定
❖福島第一原子力発電所の事故のような放射性物質が広範囲に影響を及ぼす過酷事故を想定　など

原子力災害
事前対策

❖広域的な応援協力体制の拡充・強化❖ PAZ、UPZ の住民避難計画の作成
❖過酷事故が起こった場合でも対応可能な体制などの整備❖過酷事故や複合災害を想定した訓練の実施
❖オフサイトセンターと府・市間における情報通信ネットワークの強化❖行政機関の業務継続計画の策定　など

緊急事態
応急対策

❖ PAZ、UPZ における防護活動・避難対策❖ボランティア、義援物資、義援金の受け入れ
❖水資源対策、家庭動物などの対策　など

原子力災害
中長期対策

❖国、府と協議のうえ、状況に応じた避難区域の見直し
❖国、府、高浜および大飯発電所、関係機関と連携した環境汚染への対処
❖被災者などの生活再建等の支援　など

タイトルを国の防災基本計画に合わせ、「原子力発電所防災計画編」から「原子力災害対策編」に修正
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CAMERA EYE

カメラアイまちのイベ
ントを

写真で紹介

01.02.一斉放水を開始　03.巡視艇「あおい」　04.表彰を受け
敬礼する団員　05.海上自衛隊舞鶴音楽隊を先頭に分列行進
06.07.婦人消防隊と少年消防クラブ

▲書き初めを火にかざす

　伝統行事「どんど焼き」が１月 17 日、中舞
鶴小学校で行われました。
　雪の降る中、児童が各家庭から持ち寄った正
月飾りや学年ごとに「強い信念」「世界の子」
などと書いた書き初めを燃やし、字の上達や１
年の健康を願いました。
　灰は無病息災を願うため、瓶などに詰めて家
庭に持ち帰りました。

炎に願いを込めて

01. 厳粛なムードのなかでの式典　02. 新成人のメッセージを述べる井上聖奈さん
03.07.08.09.10.11.12.13. 友人との記念撮影。色鮮やかな振り袖や羽織はか
まの新成人でにぎわう　04. 司会を務めた新谷麻友さん（左）と寺門響子さん（右）
05. 恩師などからのメッセージや祝電を掲示　06. 今年は赤れんがパークで開催

　１月 13 日、舞鶴消防創設 70 周年となる平成 25
年消防出初式を市民会館で実施。市内の各消防団と
婦人消防隊、少年消防クラブ、市消防職員ら約 1,000
人が参加し地域防災への決意を新たにしました。
　式典では、平成 24 年度の優良消防団員表彰が行
われ、その後、市民らが見守る中、海上自衛隊舞鶴
音楽隊を先頭にマナイ通から平野屋通を分列行進し
ました。また、伊佐津川河口では消防車両 32 台と
舞鶴海上保安部の巡視艇「あおい」が空に向かって
一斉放水しました。

防災の心意気  消防出初式

河合彩菜さん
美容師になりたいです

山田春菜さん
幼稚園の先生になりたいです

坂田歩夢さん
　親孝行をしたいです

足立和貴さん
　人前に出ても恥ずかしくない
　人間になりたいです

平野詠士さん
　一軒家がほしい

新成人に聞きまし
た！

　  参加した皆さんに

　夢や決意を伺いました。

瀧本昌さん
　親にありがとうと言いたいです
永野尋也さん
　自覚を持ち、体育教師になる夢
　を追いかけたいです
山口卓也さん
　プロサッカー選手になります！

　１月 13 日、赤れんがパークで初めて成人
式を開催。晴れ着やスーツに身を包んだ新
成人が将来への誓いを新たにしました。
　式典では、新成人を代表して３人がメッ
セージを披露し、栁旭さんは「成人式を迎
えられたのも親や先生、友達に支えられた
からだと思います。これからの未来を担う
若い力として責任を持ち精進していきたい」
と決意を述べました。
　式典終了後、参加者たちは恩師からのメッ
セージを読んだり、久しぶりに会う友人と
記念撮影をしたりして、再会を喜び合って
いました。また、和太鼓かわら屋などによ
る演奏も行われ会場に華を添えました。

華やかに成人式
決意を新たに

02 04

03

01

06

0705

01 02

04

03 05 07

06

1009

11 12 13

08
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「引き揚げ」の記憶を次世代へ
　引揚記念館に展示・保管している海外からの引き
揚げやシベリア抑留などに関する約 1 万２千点の資
料の中から、今回紹介する資料は「水筒」です。
　水は人間が生命を維持していくために最も欠かす
ことのできないものです。しかし、冬のシベリアで
は、空腹のときに冷たい水を飲むと体を芯から冷や
し命取りになることもあったようです。
　極寒のシベリアの地では水筒の水さえも凍りつ
き、そのような場合には焚き火やペーチカと呼ばれ
る室内の暖炉で暖めて溶かしました。時には温まっ
た水筒を懐へ入れて湯たんぽのように使用したこと
も多くの手記に記されています。
　当館に所蔵されている水筒の中には、中央アジ
アで抑留された人の水筒もあり、「真夏の炎天下の
砂漠では水筒にその命を救われた」との証言が残さ
れています。また、水筒の多くは抑留される以前に
満州などで支給されたものが多く、一般兵士用から
ふた付きの将校用のもの、珍しいものでは赤十字の
マークが入った従軍看護婦が使用していたものや水
筒の水を保温するために毛皮で包んだものまでさま
ざまです。満州からの引揚者は「何よりも水が必要

であったため大変高価だったにもかかわらず水筒を
購入し日本に着くまで頑張った」と証言しています。
　水筒はのどの渇きを潤すだけではなく、暖を取る
道具としても使用され、苦難の中でも懸命に生きよ
うとする姿を見ることができます。

【「極寒！シベリア展」を開催中】
　想像を絶するシベリアの冬の寒さをテーマにした
企画展を開催中。抑留体験の手記などに記されたシ
ベリアでの防寒の様子を再現。今回紹介した水筒や
これまで紹介した資料も展示しています。

【日時】３月 31 日（日）まで。
　　　  ９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）

【入館料】300 円（学生 150 円）市内の学生は無料

子「今日、学校でアイマスク体験の学習をしたよ」
父「どうだった」
子「何も見えなくて、一人では歩けなかったよ。友
　だちが誘導してくれたけど、グイグイ引っ張るか
　ら怖かったよ」
父「目の不自由な人を誘導するときは、どうすれば
　いいのかな」
子「一緒に歩くときは、杖を持っていない方の手で
　僕の肩や肘を持ってもらって、僕が半歩先を歩く
　と安心して歩くことができるんだって。それと白
　い杖の人を見かけたら『何かお手伝いしましょう
　か』って声をかけることも教えてもらったよ」
母「その人が困っている様子だったら声をかければ
　いいんじゃないの」
子「でもね、目の不自由な人は周りの様子がよく分
　からないから、この一言がとても心強いんだって。
　そして、白い杖には目の不自由な人が周囲を確認
　することと、周りの人にも注意してもらうことの
   ２つの役割があるんだよ」
母「知らないことがたくさんあるのね。お母さんも
　白い杖を持っている人を見かけたときには声をか
　けてみるわ」

広げよう人権の輪 ～　お互いが支え合う社会に　～

　人は目からたくさんの情報を得て生活していま
す。その情報が十分に得られないとしたらどうで
しょうか。目の不自由な人は、目から入ってくる情
報の代わりに耳や鼻、手足などを使って不足した情
報を補っています。
　例えば、歩道の点字ブロックは、目の不自由な人
に道路の方向や停止位置などを知らせる大変重要な
ものです。その上に自転車や自動車を停めれば、目
の不自由な人にとって歩きにくいだけでなく、大変
危険なものとなります。
　現在、市内には、さまざまな障害のある人が約
5,000 人生活しています。障害のある人が普通に
暮らすことができる社会にするためには、まず相手
の立場に立って考え行動することが重要です。障害
のある人もない人も、お互いを思いやる心を大切に
し、支え合うことで、誰もが暮らしやすい優しい社
会を築いていきましょう。

※「アイマスク体験」…アイマスクを使って目の不自

由な人の疑似体験をするもの。

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　  　　　　《人権啓発推進室》 

水筒

▶詳しくは、引揚記念館（☎ 68・0836）へ。

リッティの 二つの「お正月」

（旧暦の 1 月）なので、中国人である私にとって、
日本のお正月は「新年」という感覚があまりありま
せんでした。とはいえ、今年は友人の誘いで楽しい
日本のお正月を過ごすことができました。

日本には、新年を迎える準備としてすす払いや
年の瀬市があり、これは中国でも同じですが、中国
では除夜の鐘の代わりに、爆竹を鳴らして疫病など
をはらいます。夜には、年越しそばの代わりに家族
そろって「餃

ぎ ょ う ざ

子」を食べます。これは、餃子に具を
いっぱい入れると財産が増えると言われているから
です。また、中国には門松や鏡餅の代わりに、おめ
でたい文字が対句で書かれた赤い紙と「福」と大き
く書いた紙を縁起物として家に貼る風習がありま
す。日本と中国のお正月の行事は習わしこそ違えど
同じ発想に基づくものが多いと感じました。

大連では、旧暦の１月２日～８日に、「花火爆竹
迎春会」が開催されます。空に鳴り響くドラや太鼓
の音、東北地域特有の田植え踊りや獅子・竜の舞や
打ち上げ花火など、まち全体がにぎわいに包まれま
す。機会があれば、ぜひ大連で旧暦の年越しを経験
していただきたいです。《みなと振興・国際交流課》

国際交流員の孫
ソ ン

立
リ ツ テ イ

娣です。
今年の中国のお正月は新暦でいう２月

災害時の住民避難にかかる輸送
12 事業者と協定を締結

▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）へ。

防災ひとくちメモ
～ 自分たちの地域は自分たちで守る ～

　地域で自主防災組織を結成・強化し、「自助」「共助」
「公助」の取り組みでみんなの『命』を守りましょう。

自助
自分の命は自分で守る
家族の命は家族で守る

共助
自主防災組織や自治会
などによる助け合い

公助
市役所や消防、警察
などによる公的支援

命

【自主防災組織】地域の実情に合わせて「自分たち
の地域は自分たちで守る」という心構えのもと、自
治会などの単位で自主的に防災活動を行う組織

【自主防災組織の役割】
❖平常時…地域内の安全点検、防災知識の普及・啓
発、防災訓練など
❖災害時…救出救助、避難誘導、初期消火、情報の
収集・伝達、避難所の管理・運営など
※あくまで取り組みの一例ですので、できることか
ら始めてください。

　災害などが起こった際、大多数の住民避難が必要と
なった場合に、安全かつ迅速に避難が行えるよう市内
交通関係の 12 事業者と「災害時・緊急時における住
民避難の協力に関する協定」を締結しました。
　関西電力㈱高浜発電所の UPZ（緊急時防護措置を準
備する区域：概ね 30㌔㍍までの範囲）に全市域が含ま
れ、市民が避難する際に重要な輸送手段となるバスや
タクシーなどの交通機関の協力が必須であることから、
必要な体制を強化するため協議を進めてきたもの。
　協定を締結した事業者は次のとおりです（順不同）。

【バス】❖京都交通㈱舞鶴営業所❖㈱コスモ観光
【バス・タクシー】❖日本交通㈱❖京都タクシー㈱
【タクシー】❖㈲慶和（ふく福タクシー）
【自主運行バス】❖岡田上バス運行協議会❖池内バス
運行協議会❖岡田中バス運行協議会❖西大浦協議会
❖青井校区協議会❖杉山・登尾協議会❖多門院協議会

▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）へ。

くらしの豆知識⑤ 
詐欺的サクラサイト商法

　「相続税対策のために、自分の財産のうち 800

万円を受け取ってほしい」というメールが携帯電

話に届いた。メールの中のアドレスをクリックす

ると、ウェブサイトのメール画面へ移動した。そ

こで、「現金を渡すには、ポイントを購入してメー

ルのやりとりをしてほしい」と言われ、ポイント

を購入し続けて、数十万円を支払ったが一向にお

金はもらえなかった。

　あなたの身近に、こんな経験をし
た人はいませんか。ウェブサイト業
者に雇われた“サクラ”がさまざま
な人物になりすまし、有料サービス
を利用させる事例が増えています。
　「お金をあげる」「簡単に高収入」などとメールをし
てくる人は、本当に実在するかどうかも分からないた
め、安易に信じることは危険です。また、消費生活セ
ンターの相談事例で実際にお金をもらえたという話は
ありません。トラブルにあったと感じた場合、可能な
限りメールの画面を写真に撮るか印刷して、すぐに最
寄りの消費生活センターに相談をしましょう。
▶詳しくは、市民相談課（☎ 66・1006）へ。
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ドクターＴのひとりごと
　　　　　その⑧　舞鶴地域医療再生計画の
                                                 進捗状況

　私が市長に就任して今月で丸２年となり、月日の
たつのがとても早いと感じています。２年前の今ご
ろ、中丹地域医療再生計画が市長選の大きな争点と
なりましたが、前案である「東舞鶴に総合病院を一
極集中させ、西舞鶴は補助的な医療施設とする計
画」から私の提案する「東西舞鶴のバランスの取れ
た医療体制を構築し、舞鶴市民病院は療養病院とす
る計画」に変更することに、市民の皆様から圧倒的
な支持を受け、この修正案が昨年３月に厚生労働省
において認可されました。以後、現在まで修正案に
沿って、着実に予定どおり進んでおります。舞鶴市
民病院は舞鶴赤十字病院と一体的に運用できるよう
に隣接して建設され、平成 26 年春に完成予定です。
また、舞鶴赤十字病院もリハビリセンター機能を充
実・強化するため改築し平成 26 年中に完成予定で
す。舞鶴共済病院は新病棟を平成 25 年内の完成を
目指し建設中で、既存の２棟もその後改修し、舞鶴
医療センターの新病院は実施設計中であり平成 26
年中に完成予定です。さらには、今年４月には舞鶴
地域医療連携機構が設立され、私の公約が市民の皆
様に見える形になってくると思います。

▶詳しくは、東図書館（☎ 62・0190）
　　　　　　西図書館（☎ 75・5406）へ。

図書館だより ～ 今月のおすすめ本 ～

　物件も住む人も急増しているシェア

ハウス。経済的な理由だけでなく、人

とのつながりを求める若者も多い。都

会だけの現象にとどまらず、過疎や孤

独死を防ぐ新コミニュティの可能性

も。住人たちの生の声をレポート。（東）

　

シェアハウス
わたしたちが他人と住む理由　
阿部珠恵・茂原奈央美

　宇宙、自然から社会や人間の偉業

まで、数々の世界一を集めた最新ギ

ネスブック。日本で生まれた「侍の

最大集合記録」「最も高いモヒカン」

「最も参加人数が多い鬼ごっこ」な

ど多彩な記録も紹介。あなたも挑戦

してみませんか？                   （西）

ギネス世界記録 2013
クレイグ・グレンディ編

ごみブクロウの
『エコな生活ホーホー』教えます！

　窓からの冷気は下に流れるのでカーテンは厚手で
長めが効果的だよ。断熱シートを利用する場合は、
サッシを覆うようにぴったりと張り付けて結露も防
止しよう！
▶詳しくは、生活環境課（☎ 66・1005）へ。

（ 方 法 ）

【クイズ】数字で分かるごみのこと。これってなあに？

　　　　  →　16.2㌫（答えは 20㌻）
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熱気の
約 50％が
窓から逃げるよ！

よいのか、病院の診療を受けた方がよいのかなど、
判断に迷ったら「京都府小児救急電話相談」をご利
用ください。小児科医師や看護師が応じます。
 ☎＃ 8000　または、　☎ 075・661・5596
　受付時間は 19 時～ 23 時（土曜日は 15 時～ 23
時）年中無休。
▶詳しくは、地域医療連携推進課（☎ 66・1036）へ。

病院へのかかり方についてのお願い

介護用品の購入券を支給

【できるだけ診療時間内で】
　本市の救急医療体制は、市内の公的３病院で確保
されています。しかし、休日や夜間に緊急性のない
軽度の症状であっても、自分の都合を優先させて日
中の一般診療と同じような感覚で救急外来を受診す
る、いわゆる「コンビニ受診」が増加すると、病院
では緊急を要する重症患者の受け入れや入院患者の
急変時の対応が十分にできなくなるとともに、勤務
医の疲弊につながります。
　救急医療体制を守るため、できるだけ通常の診療
時間内に日頃の診療や健康づくりについて気軽に相
談できる「かかりつけ医」に受診しましょう。
▪子どもの夜間・休日の対処
　夜間や休日の子どもの急病時に、どう対処したら

　市民税非課税世帯で介護保険制度の要介護認定４
か５に該当する 65 歳以上の人を在宅で介護してい
る家族に、介護用品の購入券（20,000 円）を支給。
対象者には２月上旬に申請書を送付。２月７日（木）

～ 19 日（火）に高齢者支援課へ申請
してください（昨年８月に支給を受
けている対象者は申請不要）。平成 24 年４月以降、
世帯構成や世帯員の市民税課税状況に変更があった
場合は、同課へ連絡を。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1018）へ。

所得階層区分 上限額（月額）
生活保護世帯 0 円

市民税非課税世帯

　　　収入が年間 80 万円
　　　（障害基礎年金２級相当）以下

7,500 円
　　　障害基礎年金１級および
　　　特別障害者手当のみ
　　　上記以外 12,300 円

市民税課税世帯
市民税所得割 16 万円未満 18,600 円

市民税所得割 16 万円以上 37,200 円

　障害のある人が福祉サービスを利用した際に掛か
る負担を軽減するため、負担額が所得区分ごとに定
めた上限額を超えた場合に、償還（払い戻し）します。

【対象】平成 24 年３月～ 25 年２月の利用分
【内容】
▪重複利用者への支給
　次の福祉サービスを同じ月に重複して利用し、負
担額（月額）の合計が府・市が定める上限額（右表）
を超えた分を支給。
❖在宅生活者の障害福祉サービス
❖自立支援医療（更生医療・育成医療・精神通院医療）
❖補装具
▪高額障害福祉サービス等給付費の支給
❖同一世帯に、障害福祉サービス（介護給付・訓練
等給付）や児童福祉法に基づく障害児施設を利用す
る人が複数いる
❖市民税課税世帯で障害福祉サービスと補装具や介
護保険のサービスを併せて利用している人がいる場

合に、負担額（月額、高額介護サービスなどにより
償還された費用や食・光熱水費などの実費負担額は
除く）の合計が国が定める上限額（37,200 円）を
超えた分を支給。

【申請方法】　印鑑と通帳（振込先の口座番号が確
認できるもの）、領収書を持参し、３月 15 日（金）
までに障害福祉課か西支所保健福祉係へ。

重複利用者などの負担を軽減

障害のある人の福祉サービス

コンビニ受診は控えましょう

▶詳しくは、障害福祉課（☎ 66・1033、ＦＡＸ 62・
7957）、西支所保健福祉係（☎ 77・2253、ＦＡＸ 77・
1800）へ。

患者さん 病院かかりつけ医

受診 紹介

紹介

入院・検査
が必要

※かかりつけ医が
病院の医者の場合
もあります

治療・検査
が終了

体調が
すぐれないとき

専門的な検査・
入院治療など

 かかりつけ医と病院との連携

まいづる花図鑑 78 

　近畿以西の山地の川沿いや岩の上などに生える多
年草。根元の葉はさじ形で集まって付き、茎は直立
し高さ 10 ～ 15㌢くらいで、まばらに葉が互生する。
　早春、茎の先に花茎を出し、白色で十字状の花が
下から順に咲く。花の終わりごろ根元から長く地面
をはって枝を伸ばし、葉をまばらに生やす。名前の
由来は、花がスズシロ（大根）に似ていることから。

【協力】
　瓜生勝朗　市文化財保護委員（植物分野）

【スズシロソウ】 （アブラナ科）
見ごろ２～４月頃
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　会場名の記載がない催しは保健センターで
開催。申し込みは、特に指定がない場合は同
センターへご連絡を。協力医療機関について
のお問い合わせも同センターへお願いします。

２月の
保健センターのお知らせ ☎ 65・0065

ＦＡＸ 62・0551

乳がん検診
　乳がんは女性がかかるがんの中で一番多く、年
間 40,000 人が発症し、日本人女性の 20 人に１
人がかかる計算です。早期発見・早期治療を行え
ば 90㌫が治る病気です。
　この機会にぜひ受診しましょう。
　

【実施期間】２月 28 日（木）まで
【場所】市内の実施医療機関
【内容】視触診、マンモグラフィ検査
【対象】40 歳以上の女性（昭和 48 年３月 31　
日以前生まれ）

【料金】1,500 円
【その他】２年に１回の検診のため、23 年度　
に受診した人は受診できません。

【申し込み方法】電話で同センターへ。

歯周疾患検診
　歯周疾患とは、歯の周りの組織がかかる病気で
歯ぐきからの出血・腫れに始まり、進行すると歯
が抜け落ちる病気です。市では、40 歳以上の節
目年齢の人を対象に歯周疾患検診を実施中。
　受診がまだの人はお早めに。

【実施期間】２月 28 日（木）まで
【場所】市内の協力歯科医療機関
【内容】歯周病検査、歯・軟組織・顎

がく

関節など　
の検診、ブラッシング指導

【対象】40・50・60・70 歳の人（３月 31 日現在）
【料金】500 円
【申し込み方法】　電話で同センターへ。

乳がん・歯周疾患検診の受診を　～２月 28 日まで～

肝炎への理解を　～講演会を開催～

◎ 健 康 診 査

個別接種＝市内の協力医療機関
❖乳幼児（ＢＣＧ、三種混合１期、麻しん風しん
１期・２期、日本脳炎１期、不活化ポリオ、四種
混合１期）
❖児童（三種混合２期、日本脳炎２期）
❖生徒（麻しん風しん３期・４期）
　いずれも該当者には通知済み。対象などは保健
センターか市ホームページでご確認を。転入や紛
失などで予診票をお持ちでない人は、保健セン
ターへご連絡ください。

◎ 予 防 接 種

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）
　14日（木）９時～11時15分。歯の話や歯科健診、
フッ素塗布。
❖２歳６か月児（平成 22 年３月 14 日～８月 31
日生まれ）…先着 20 人。
❖２歳児（平成 22 年９月 16 日～ 23 年２月 15
日生まれ）…先着 30 人。
　いずれも参加費 300 円。各１回のみ参加可。
　申し込みは、４日（月）から電話で。

健やか育児相談
　18 日（月）９時 30 分～ 11 時。育児の悩みや歯・
食事の相談、身体計測など。対象は乳幼児の保護者。
無料。申し込み不要。

離乳食教室
　22 日（金）14 時～ 16 時。離乳食の話と試食。
対象は６～９か月児の保護者。先着 15 人。無料。
対象児のみ託児あり。申し込みは、４日から電話で。

心の健康相談室
　25 日（月）11 時～ 15 時 45 分。子育ての悩み
や人間関係、仕事のストレスなどの相談にカウン
セラーが応じる。先着３人。無料。申し込みは、
４日～ 22 日に電話で。

◎ 教 室 ・相 談

乳幼児健診
　対象は３か月 ･10 か月 ･ １歳６か月 ･ ３歳児。
該当者には通知。対象や日程の確認は保健セン
ターか市ホームページで。

【日時】２月 25 日（月）13 時 30 分～ 15 時 30 分
【場所】西駅交流センター
【内容】❖京都府健康対策課医務主幹で京都府立
医大医師の十亀義生さんによる講演「ウイルス性
肝炎について～最新の治療を含めて～」
❖京都府の肝炎対策（医療費助成や肝炎対策計画
の策定など）について

【参加費】無料
【申し込み方法】２月 20 日（水）までに電話で
中丹東保健所（☎ 75・0806）か保健センター（☎
65・0065）へ。

　肝炎に関する正しい知識と肝炎ウイルス検査の
受診促進を図るため、肝炎講演会を開催します。
　現在日本では、ウイルス性肝炎の持続感染者は
Ｂ型が約 140 万人、Ｃ型が約 230 万人と推定さ
れます。感染時期が明確でないことや自覚症状が
ないことが多いため治療を受ける機会がなく、本
人が気付かないうちに肝硬変や肝がんに移行する
場合があります。
　肝炎に感染していても適切な健康管理・治療で
悪化を予防することが可能です。
　肝炎の早期発見・早期治療に心がけましょう。

２月のカレンダー

休日・土曜日の救急・急病診療

日 診療時間 当番病院（内科・外科）
   ２日（土） 開業医の診療終了後

舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）
   ３日（日） ９時から

   ９日（土） 開業医の診療終了後
舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

   10 日（日） ９時から

 11 日（祝） ９時から 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 16 日（土） 開業医の診療終了後
舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

 17 日（日） ９時から

 23 日（土） 開業医の診療終了後
舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 24 日（日） ９時から

※受診は、できる限り昼間の時間帯にお願いします。また、
軽症などの緊急を要しない症状の場合は、できる限り平日
の診療時間内にかかりつけ医での受診をお願いします。

休日の小児科一次診療

日 診療時間 当番病院
   ３日（日）

９時～ 18 時

※受け付けは
17 時 30 分まで

舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

   10 日（日） 舞鶴医療センター （☎ 62・2680）

 11 日（祝） 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

 17 日（日） 舞鶴赤十字病院 （☎ 75・4175）

 24 日（日） 舞 鶴 共 済 病 院 （☎ 62・2510）

※19時以降は市役所（☎62・
2300）か西支所（☎75・2250）へ。

当番会社
㈱舞設 （☎ 62・0253）

水道修理

肝炎総合対策
キャラクター

　風邪などが流行する季節です。集団感染の
予防のため、お子さんやご自身の体温と体調
を確認してからお越しください。

健診などに参加する皆さんへ

納　　期

種　類 納期限
　後期高齢者医療保険料 （８期）

２月 28 日（木）　国民健康保険料
（９期）

　介護保険料

日
収集

可燃ごみ 不燃ごみ

11 日（祝） 休 第２月曜日が収集日とな
っている地域のみ収集

祝日のごみ収集

※いずれの会場も 400㍉㍑のみ
※骨髄バンクドナー登録会を同時開催

日 受付時間 会場

   ８日（金）   ９時 30 分～ 13 時
14 時～ 15 時 30 分 舞鶴グランドホテル

 19 日（火）
９時 30 分～ 12 時 東消防署

14 時～ 16 時 京都府漁連

 26 日（火）
９時 30 分～ 12 時 舞鶴市役所

14 時～ 16 時 舞鶴共済病院

献血の日程
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▪略語の見方
　 ＝日時　　　　　　　＝場所・会場　　＝内容　　　＝講師　　　　　　＝対象
　 ＝定員、募集人数　　＝料金　　　　　＝その他　　＝申し込み方法　　＝問い合わせ先

※ 　だれでも　　特になし　　無料　　特になし　　不要の場合は、記載していません
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申

対

問

対 定 料 申他

お知らせ

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

【16㌻のクイズの答え】 平成23年度のごみリサイクル率（重量ベース）。ゴミ減量にご協力を！

event

催
し

教
室
・
講
座

募
集

●
前
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

63
・
０
８
１
０
、
ＦＡＸ
62
・
４
５
８
９
）
へ
。

申

７
１
０
点
を
展
示

●
学
校
教
育
課
（
☎
66
・
１
０
７
２
）

問

●
２
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭
の
平
日
（
８
時

30
分
～
16
時
30
分
）
と
17
日
㈰
（
13
時
～

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

時

人
権
啓
発
研
修
会

時場内 ●
２
月
21
日
㈭
～
３
月
３
日
㈰
９
時
～
17
時

●
ま
い
づ
る
智
恵
蔵

●
家
庭
に
あ
る
貴
重
な
雛
人
形
や
創
作
雛

人
形
な
ど
を
展
示

●
ま
い
づ
る
智
恵
蔵
（
☎
66
・
１
０
３
５
）

ひ
な
祭
り
雛ひ

な

人
形
展

問 時場内

「
細
川
幽
斎
と
舞
鶴
」

発
刊
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
。
田
辺
城
跡
細
川

期
出
土
品
の
展
示
も
。

●
冊
子
「
細
川
幽
斎
と
舞
鶴
」
を
販
売

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
文

化
振
興
課
（
☎
66
・
１
０
１
９
、
ＦＡＸ
62
・

９
８
９
１
）
へ
。

他申

時16
時
30
分
）
●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

●
家
具
な
ど
１
１
０
点
を
展
示

●
同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
（
１

世
帯
１
点
。
多
数
の
場
合
抽
選
）。

●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
64
・
７
２
２
２
）

申問

場

内

教
育
美
術
展
覧
会

時

場

内

身
障
セ
ン
タ
ー

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

▪
俳
句
教
室
作
品
展

●
２
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮
10
時
～
16
時

●
俳
句
教
室
に
通
う
生
徒
の
作
品
を
展
示

▪
ま
れ
び
と
の
演
奏
会

●
２
月
４
日
㈪
12
時
30
分
～
13
時

●
ま
れ
び
と
の
丸
木
雅
広
さ
ん
と
吉
田
幸
代

さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
や
ウ
ク
レ
レ
な
ど
の
演
奏

▪
ま
ち
の
お
ん
が
く
や
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

●
２
月
12
日
㈫
12
時
30
分
～
13
時

●
サ
ク
ソ
ホ
ン
の
演
奏
な
ど

〈
共
通
〉

●
サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」（
身
障
セ

ン
タ
ー
内
）

時時時場 内内内

他問

場内

●
２
月
19
日
㈫
・
３
月
19
日
㈫
・
４
月
18

日
㈭
18
時
30
分
～
20
時
30
分
●
西
総
合
会
館

●
最
新
の
床
ず
れ
に
関
す
る
研
究
や
対
策

事
例
な
ど

●
日
本
褥じ

ょ
く
そ
う瘡
学
会
会
員
の
田
中
啓
介
さ
ん

●
㈱
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ウ
エ
ー
ブ
（
☎
75
・

８
６
８
８
） 床

ず
れ
対
策
セ
ミ
ナ
ー

問 時

場

内講

▪
西
消
防
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）

●
２
月
12
日
㈫
18
時
～
21
時

▪
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
・

０
１
１
９
）

●
２
月
13
日
㈬
13
時
30
分
～
16
時
30
分

〈
共
通
〉

●
先
着
30
人

●
実
施
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
各

消
防
署
へ
。

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

申 時時定

●
２
月
20
日
㈬
14
時
～
16
時

●
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

●
自
己
分
析
や
目
に
と
ま
る
履
歴
書
の
書

き
方
、
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

●
求
職
者
●
先
着
12
人

就
職
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

時場内対

定

●
２
月
23
日
㈯
13
時
30
分
か
ら

●
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

●
上
勝
町
（
徳
島
県
）
で
成
功
を
収
め
て

い
る
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
紹
介
や
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
農
作
物
を
生
か
し
た
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て
の
講
演

●
㈱
い
ろ
ど
り
代
表
取
締
役
社
長
の
横
石

知
二
さ
ん

●
先
着
３
０
０
人

●
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
電

地
域
ブ
ラ
ン
ド
事
業
セ
ミ
ナ
ー

時場

▲横石知二さん

話
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
農
林
課

（
☎
66
・
１
０
２
３
、
ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）

へ
。

申 内講定

●
現
在
小
学
３
～
５
年
生

●
20
人
程
度

●
所
定
の
用
紙
（
各
小
学
校
、
社
会
教
育

課
に
備
え
付
け
）
で
。

●
ま
い
づ
る
児
童
合
唱
団
事
務
局
（
同
課

内
、
☎
66
・
１
０
７
３
）

ま
い
づ
る
児
童
合
唱
団
の
団
員

申問 対定

●
２
月
28
日
㈭
９
時
30
分
～
12
時

●
西
総
合
会
館

●
子
ど
も
服
や
育
児
用
品
な
ど
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

●
20
歳
以
上
の
個
人
か
グ
ル
ー
プ

●
先
着
22
店

●
２
月
18
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
勤
労
者
福

祉
会
館
（
☎
77
・
１
２
１
２
）
へ
。

「
ワ
ク
ワ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト

さ
る
な
ぁ
と
」
出
店
者

申 時場内対定

●
２
月
24
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
中
総
合
会
館

●
木
の
端
材
を
使
っ
た
工
作
や
緑
化
に
関

す
る
ア
ニ
メ
の
上
映
な
ど

●
市
内
在
住
の
小
学
生
（
低
学
年
は
保
護

者
同
伴
）
●
先
着
20
人

●
２
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
市
緑

化
推
進
委
員
会
（
農
林
課
内
、
☎
66
・

１
０
２
３
）
へ
。

木
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
作
り

申 時場内対

定

●
２
月
14
日
㈭
13
時
～
15
時

●
中
総
合
会
館

●
映
画
監
督
の
入
江
富
美
子
さ
ん
に
よ
る

家
庭
教
育
に
関
す
る
講
演
「
自
分
を
大
切

に
す
る
こ
と
で
、
人
生
は
大
き
く
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
！
」

●
先
着
２
０
０
人
●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
氏
名
、
電
話
番
号
と
託
児
を
希
望
す

る
人
は
、
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
性
別
、
年
齢
（
月
齢
）
を
フ
ァ

ク
ス
（
64
・
１
０
５
４
）
か
電
子
メ
ー

ル
（m

o
-vo

ic
e

@
m

a
il.g

o
o

.n
e

.jp

）

で
マ
ザ
ー
ボ
イ
ス
の
谷
口
さ
ん
（
☎

０
８
０
・
８
３
１
３
・
７
７
６
０
）
へ
。

入
江
富
美
子
監
督
講
演
会

他

申 時場内定●
２
月
16
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時

●
フ
レ
ア
ス
舞
鶴

●
社
会
福
祉
士
の
林
高
幸
さ
ん
に
よ
る
講

演
「
男
性
と
介
護
～
介
護
者
の
３
人
に
１

人
が
男
性
の
時
代
で
す
～
」

●
先
着
30
人
●
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

●
前
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
フ
レ

ア
ス
舞
鶴
（
☎
65
・
０
０
５
５
、
ＦＡＸ
62
・

０
８
７
２
）
へ
。

講
演
会
「
男
性
と
介
護
」

他

申 時場内定

●
２
月
19
日
㈫
15
時
～
18
時

●
市
政
記
念
館
ほ
か

●
❖
講
演
…
観
光
庁
観
光
地
域
振
興
部
長

の
瀧
本
徹
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
観
光
立
国

の
推
進
に
つ
い
て
～
現
場
で
い
か
に
成
果

を
あ
げ
る
か
～
」
❖
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
…
成
美
大
学
長
の
戸
祭
達
郎
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
瀧
本
徹
さ
ん
や
㈱

ア
ウ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
沖
田
真
奈
美

さ
ん
、
酒
鮮
の
宿
ま
る
や
す
の
古
田
豊
弘
さ

ん
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
討
論

●
先
着
１
０
０
人
●
所
定
の
用
紙
（
観
光

商
業
課
に
備
え
付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
。

●
観
光
商
業
課
（
☎
66
・
１
０
２
４
）

「
京
都
北
部
を
よ
り
元
気
に
！
」

地
域
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

申

問 時場内定

●
２
月
23
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時

●
身
障
セ
ン
タ
ー

●
身
近
な
薬
に
つ
い
て
正
し
く
学
ぶ

●
薬
剤
師
の
楠
本
正
明
さ
ん

●
市
内
在
住
の
障
害
者
と
そ
の
家
族

●
先
着
30
人

●
１
５
０
円

●
２
月
20
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・
３
０
０
８
、
ＦＡＸ

62
・
９
５
４
６
）
へ
。

健
康
講
座
「
薬
の
豆
知
識
」

申 時場内講対定料

●
２
月
７
日
㈭
10
時
～
12
時

●
東
公
民
館

●
子
ど
も
服
や
育
児
用
品
な
ど
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
。
17
店
が
出
店

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
ち
よ
ち

広
場
（
☎
63
・
４
８
２
１
）

よ
ち
よ
ち
パ
ー
ク

子
育
て

▪
お
抹
茶
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う

●
２
月
14
日
㈭
と
15
日
㈮
10
時
30
分
～
11

時
30
分

●
藪
内
流
の
嵯
峨
根
貞
子
さ
ん

●
先
着
各
10
組

●
３
０
０
円

●
託
児
あ
り

▪
お
雛ひ

な

様
を
作
り
ま
し
ょ
う

●
２
月
22
日
㈮
10
時
30
分
～
11
時
30
分

●
先
着
15
組

〈
共
通
〉

●
子
育
て
中
の
親
子

●
２
月
２
日
㈯
か
ら
電
話
で
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

さ
る
な
ぁ
と
（
☎
76
・
８
３
３
３
）

他申 問 時時時 場内講対 定定 料

●
３
月
２
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
西
公
民
館

●
Ｓ
ａ
ｋ
ｉ
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ジ
オ
の
崎
山

文
子
さ
ん
●
先
着
20
人
●
３
，
５
０
０
円

●
２
月
16
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎

75
・
６
５
０
１
）
へ
。

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

申 時場講

定

料

▪
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
４
月
２
日
～
７
月
23
日
の
火
曜
日
に
計
16

回
、
13
時
30
分
～
15
時
と
19
時
30
分
～
21
時

●
先
着
各
13
人
●
月
３
，
０
０
０
円

▪
プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
教
室

●
４
月
５
日
～
７
月
５
日
の
金
曜
日
に
計

４
回
、
10
時
～
12
時
●
澤
田
修
さ
ん

●
先
着
20
人
●
月
１
，
２
５
０
円

▪
英
語
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

●
４
月
５
日
～
８
月
23
日
の
金
曜
日
に
計

20
回
、
19
時
～
20
時
30
分

●
リ
ス
ニ
ン
グ
や
読
解
、
文
法
・
翻
訳
な
ど

●
千
里
金
蘭
大
名
誉
教
授
の
貫
井
孝
典
さ
ん

●
先
着
15
人
●
月
３
，
０
０
０
円

〈
共
通
〉

●
３
月
16
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
。

城
南
会
館
（
☎
78
・
１
８
０
０
）

申 時

時

時内講

講

定

定

定

料

料

料

●
２
月
１
日
㈮
～
３
月
31
日
㈰
９
時
～
17
時

●
赤
れ
ん
が
博
物
館

●
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
の
復
原
工
事
で
使

用
さ
れ
た
建
築
資
材
や
復
原
後
の
駅
舎
の

写
真
パ
ネ
ル
約
20
点
を
展
示

●
一
般
３
０
０
円
、
学
生
１
５
０
円

●
同
館
（
☎
66
・
１
０
９
５
）

赤
れ
ん
が
博
物
館
小
企
画
展

「
東
京
駅
丸
の
内
駅
舎
の
復
原
」

問 時場内料
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❖中央公民館…第４月曜日❖東・南・西・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日❖東・西図書館…毎週月
曜日と祝日（土・日曜日の場合は開館）、毎月末日（土・日・月曜日の場合は火曜日）❖田辺城資料館、郷土
資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日❖総合文化会館、市民会館、陶芸館…毎週月曜
日（祝日の場合はその翌日）❖勤労者福祉会館…第３水曜日❖引揚記念館、東・文化公園体育館…第３木曜日。

施設の休館日

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

●
３
月
５
日
㈫
・
15
日
㈮
・
28
日
㈭
10
時

～
11
時
30
分
●
中
総
合
会
館

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
３
Ｂ
体
操
、
保

護
者
同
士
の
交
流
な
ど

●
４
か
月
～
１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

●
先
着
15
組
（
第
１
子
優
先
）

●
２
月
２
日
㈯
か
ら
電
話
で
子
育
て
支
援

基
幹
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
０
１
０
３
）
へ
。

ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

相
談

●
法
務
局
舞
鶴
支
局

●
面
接
相
談
（
個
室
）・
電
話
相
談

▪
特
設
人
権
相
談
所

●
・
●
❖
第
２
木
曜
日
…
城
南
会
館

❖
第
３
木
曜
日
…
南
公
民
館

い
ず
れ
も
９
時
～
12
時

●
面
接
相
談
（
個
室
）

〈
共
通
〉

●
人
権
擁
護
委
員
が
応
じ
る

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

人
権
相
談

▪
公
証
相
談

●
19
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
遺
言
書
や
契
約
書
な
ど
公
正
証
書
の
作
成

▪
土
地
家
屋
調
査
士
相
談
会

●
19
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
●
市
役
所

本
館
●
土
地
の
分
筆
や
合
筆
、
境
界
問

題
、
家
屋
の
新
・
増
築
、
滅
失
な
ど

２
月
の
市
民
無
料
相
談

（
市
民
相
談
課
、
☎
66
・
１
０
０
６
）

療
育
相
談

▪中央公民館 ( ☎ 62・0400)
★実用習字、★消しゴムはんこづくり、★尺八、★詩吟、
★あんぎん編み、★生け花 ( 池坊 )、茶道 ( 裏千家 )、
ドライ＆プリザーブドアレンジメント、低カロリー料理、
ビーズアクセサリー、こころと体を軽くするヨーガ、
いきいき楽しく歌声サロン、絵手紙

▪東公民館 ( ☎ 62・1237)
★合唱、★セルフマッサージ＆骨盤ストレッチ、大正琴、
心とからだの楽々ヒーリングヨガ、着物着付け、書道、
高齢者キーボード、フラワーアレンジメント、旬の料理、
初めての盆栽 ( 小品と山野草 )、生け花 ( 池坊 )、
パッチワーク・キルト、想作手房、茶道 ( 裏千家 )、韓国語、
中国語、野外ハイク・自然観察

▪南公民館 ( ☎ 62・0288)
★版画、★ヨガ、実用習字、着付け、健康体操、料理、
いきいき楽しく歌いましょう、押し花、ロマンドール、
フラワーデザイン、華道 ( 池坊 )、和風ちぎり絵、太極拳、
大正琴、絵手紙、茶道 ( 裏千家 )

▪西公民館 ( ☎ 75・6501)
書道、手芸手編み、謡曲 ( 観世流 )、実用書道、中国語、
韓国語、華道 ( 池坊 )、ペン習字、前結び着付け、絵手紙、
洋画、パッチワーク・キルト、茶道 ( 裏千家 )、オカリナ、
からだに優しい体操、版画、墨絵、俳句、写真

▪加佐公民館 ( ☎ 83・0014)
らくらくヨーガ、華道 ( 池坊 )、短歌、民踊、囲碁、
健康体操 ( ストレッチ )、トールペイント、筝曲 ( 生田流 )、
料理、着物着付け、大正琴、自然観察と野外ハイク

▪大浦会館 ( ☎ 68・2010)
華道 ( 池坊 )、健康料理、新舞踊、民踊、大正琴、カラオケ、
トールペインティング、絵手紙

▪城南会館 ( ☎ 78・1800)
★初歩からの囲碁、★水彩画、★楽しい書道、★実用書道、
★詩吟、★洋裁、★いきいき楽しく歌いましょう、ヨガ、
料理、華道 ( 嵯峨御流 )、茶道 ( 裏千家 )、創作山野草、
男性料理、太極柔力球、トラベル英会話、パン＆お菓子、
ビーズアクセサリー、プランター菜園、前結び着付け、
ウクレレ、ギター、陶芸、木好大工

　各公民館が 1 年を通じて開催する定期講座の平成 25
年度受講生を募集します。版画やヨガ、実用習字など
108 講座を用意。いずれも対象は初心者で市内在住か在
勤の 18 歳以上。開催日時、定員、参加費などは各講座
で異なります。申し込みは、２月１日 ( 金 ) ～３月 16
日 ( 土 ) に各公民館へ ( ★は新講座 )。

あなたも何か、始めませんか

公民館定期講座　25年度の受講生を募集
申▪

人
権
な
ん
で
も
お
気
軽
相
談

●
毎
週
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

▪
行
政
書
士
相
談

●
６
日
㈬
10
時
～
13
時
●
市
役
所
本
館

●
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
や
遺
言
書
、
遺

産
分
割
協
議
書
な
ど

▪
相
続
登
記
法
律
相
談

●
７
日
㈭
13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
西
総
合
会
館

●
司
法
書
士
が
応
じ
る

▪
司
法
書
士
法
律
相
談

●
７
日
13
時
30
分
～
16
時
30
分

●
市
役
所
本
館

●
登
記
や
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

▪
巡
回
市
民
・
行
政
相
談

●
12
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
西
総
合
会
館

●
市
職
員
と
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
る

▪
市
民
法
律
相
談

●
15
日
㈮
13
時
か
ら

●
西
総
合
会
館
●
弁
護
士
が
応
じ
る

●
11
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
13
日
㈬
８
時
30
分
～
12
時
に
電
話
で
。

●
２
月
12
日
㈫
と
25
日
㈪
13
時
30
分
～
15

時
30
分

●
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ず
な
ぎ

●
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
応
じ
る

●
市
内
在
住
の
障
害
児
・
者
と
そ
の
家
族

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

64
・
３
７
６
６
、
ＦＡＸ
64
・
３
６
５
８
）
へ
。

申

問

問

時時

時時

時時時時

時時時

場

場

場

場

場場場場

場

場

場

内

内内 内内

内内内

内

内

内

内

対

対

定

定

❖人口　86,946 人（ー 62 人）❖男　43,477 人（ー 31 人）❖女　43,469 人（ー 31 人）
❖世帯　35,295 世帯（ー 42 世帯）
※平成 25 年１月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。

市の人口と世帯数

催
し

教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

相
談

そ
の
他

▲近隣市町の広報紙面を交換し、互いの情報を広範囲にお知らせす
る企画。高浜町の広報紙２月号には舞鶴市の情報が掲載されます。

第９回 若狭たかはま ひなまつり

高浜町からのお知らせ

　
約
１
０
０
軒
の
各
商
店
や
民
家
が
参
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
ひ
な
人
形
に
出
会
え
ま
す
。
ま
た
、

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
休
憩
所
、
心
温
ま
る
催

し
も
開
催
。
旧
丹
後
街
道
の
高
浜
の
街
並
み
を

散
策
し
な
が
ら
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【期間】２月 15 日（金）～３月３日（日）
【場所】高浜町本町商店街周辺
【問い合わせ先】若狭高浜観光協会 
　　　　　　　  （☎ 0770・72・0338）

　

市
で
は
、
公
平
・
公
正
の
確
保
と
健
全

な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、
債
権
管

理
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
２
月
は
徴
収
強
化
月
間
と
し

て
滞
納
者
に
文
書
や
電
話
な
ど
に
よ
る
納

付
催
告
等
を
実
施
。
市
の
貴
重
な
財
源
と

な
る
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
公
平
な
負

担
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
企
画
政
策
課
（
☎
66
・
１
０
４
２
）

　

今
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

（
平
成
18
年
４
月
２
日
～
19
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）
の
入
学
通
知
書
を
保
護
者
あ
て

に
送
付
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い
人
は

学
校
教
育
課
へ
連
絡
を
。

●
学
校
教
育
課
（
☎
66
・
１
０
７
２
）

●
地
域
に
伝
わ
る
貴
重
な
文
化
資
料
・
伝

統
行
事
を
保
存
・
保
全
す
る
た
め
の
補
助

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
❖
江
戸
時
代
以
前
に
建
て
ら
れ
た
神
社
・

寺
院
の
建
物
修
理
❖
室
町
時
代
以
前
の
仏

像
、
明
治
時
代
以
前
の
仏
画
・
ふ
す
ま
絵

な
ど
美
術
工
芸
品
の
補
修
、
保
全
に
必
要

な
収
蔵
庫
の
整
備
❖
太
鼓
、
屋
台
な
ど
民

俗
文
化
資
料
の
修
理
や
衣
装
の
購
入
な
ど

●
事
前
に
相
談
が
必
要
。
２
月
20
日
㈬
ま

で
に
社
会
教
育
課
（
☎
66
・
１
０
７
３
）
へ
。

　

蔵
書
の
点
検
作
業
の
た
め
東
・
西
図
書

館
を
休
館
し
ま
す
。
休
館
中
、
本
の
返
却

は
玄
関
横
の
「
本
の
ポ
ス
ト
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
返
却
は
東
・
西
図
書

館
ど
ち
ら
で
も
で
き
ま
す
。

❖
東
図
書
館
…
２
月
18
日
㈪
～
21
日
㈭

❖
西
図
書
館
…
２
月
25
日
㈪
～
28
日
㈭

●
東
図
書
館
（
☎
62
・
０
１
９
０
）、
西

図
書
館
（
☎
75
・
５
４
０
６
）

　

舞
鶴
湾
内
の
埋
め
立
て
に
伴
い
、
舞
鶴

市
の
面
積
が
３
４
２
・
39
平
方
㌔
㍍
に
な

り
ま
し
た
。
埋
め
立
て
が
完
成
し
た
地
区

は
次
の
と
お
り
。

❖
青
井
地
区
…
０
・
０
６
３
㌶

❖
下
安
久
地
区
…
３
・
６
２
２
㌶

●
都
市
計
画
課
（
☎
66
・
１
０
４
８
）

　

登
記
事
項
証
明
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
「
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

シ
ス
テ
ム
」（h

ttp
://w

w
w

.to
u

k
i-

k
yo

u
ta

k
u

-n
e

t.m
o

j.g
o

.jp
/

）
を
利

用
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
同
シ
ス
テ
ム
で
請
求
す
る
と
料
金
が

窓
口
交
付
１
通
５
５
０
円
、
郵
送
５
７
０

円
（
通
常
は
７
０
０
円
）
で
発
行
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
法
務
局
舞
鶴
支
局
（
☎
76
・
０
８
５
８
）

２
月
は
徴
収
強
化
月
間

納
付
催
告
等
を
実
施

小
学
校
入
学
通
知
書
を
送
付

文
化
財
の
保
存
に
補
助
金

東
・
西
図
書
館
を
臨
時
休
館

舞
鶴
市
の
面
積
が
増
加

登
記
事
項
証
明
書

請
求
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

そ
の
他

●
２
月
18
日
㈪
13
時
30
分
か
ら

●
中
丹
広
域
振
興
局

●
弁
護
士
が
応
じ
る
●
先
着
10
人

●
２
月
15
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
で
同
振
興

局
（
☎
62
・
２
５
０
０
）
へ
。

府
民
無
料
法
律
相
談

聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
３
９
１
１
、
ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）

▪
聞
こ
え
の
こ
と
な
ん
で
も
相
談

●
２
月
17
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
小
倉
公
会
堂

●
聞
こ
え
に
つ
い
て
の
講
演
や
座
談
会

●
市
内
在
住
の
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
と

そ
の
家
族
●
２
月
15
日
㈮
ま
で
。

▪
聞
こ
え
の
相
談
会

●
２
月
28
日
㈭
13
時
～
16
時

●
聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

●
聴
力
測
定
と
補
聴
器
相
談

●
市
内
在
住
の
難
聴
者

●
先
着
５
人
●
２
月
22
日
㈮
ま
で
。

〈
共
通
〉

●
言
語
聴
覚
士
が
応
じ
る

●
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
は
が
き
（
〒
６
２
５

‐
０
０
８
３ 

市
内
字
余
部
上
２
‐
９
）
で
。

●
２
月
15
日
㈮
10
時
～
16
時

●
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

●
進
路
・
就
職
・
転
職
や
心
の
悩
み
、
自

立
支
援
相
談
な
ど

●
15
～
40
歳
と
そ
の
家
族
●
先
着
５
人

●
前
日
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

63
・
０
８
１
０
、
ＦＡＸ
62
・
４
５
８
９
）
へ
。

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談

申

申

申

申

申

申

問問

問 問

問

時時時時 場場場場 内内内内

内

内 対対対

対

定

定

定



広
報

ま
い

づ
る

２
月

１
日

号
発

行
・

舞
鶴

市
（

〒
625-8555 京

都
府

舞
鶴

市
字

北
吸

1044、
☎

62・
2300）

編
集

・
広

報
広

聴
課

（
☎

66・
1041、

ＦＡＸ
62・

7951）
印

刷
・

有
限

会
社

み
ど

り
印

刷

〈
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
〉

http://w
w

w
.city.m

aizuru.kyoto.jp/
舞

鶴
市

役
所

へ
の

郵
便

物
は

、
市

役
所

専
用

の
郵

便
番

号
（

〒
625-8555）

と
担

当
課

名
で

届
き

ま
す

。

◀携帯サ

イトはこ

ちらから
maizuru

加
し
た
と
き
に
出
会
っ
た
大
滝
雄
介
さ
ん
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
大
滝
さ
ん
は
西
舞
鶴
の

ま
ち
並
み
の
保
存
に
取
り
組
ま
れ
て
い
て
、

「
企
て
ろ
。」
で
も
熱
い
話
を
し
て
く
れ
た
人

で
す
。
そ
の
大
滝
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
、
西

舞
鶴
に
残
る
城
下
町
の
良
さ
を
今
に
伝
え
よ

う
と
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
」
に
は
、

古
い
町
家
を
再
生
し
、
新
た
な
形
で
活
用
す

る
中
で
、
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
を
結
び

つ
け
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
町
家
の
保
存
・
活

用
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

西
舞
鶴
に
宰さ

い
か
あ
ん

嘉
庵
と
い
う
明
治
初
期
に
建

て
ら
れ
た
木
造
２
階
建
て
の
町
家
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
古
い
町
家
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
市
民

が
集
う
場
と
し
て
今
に
再
生
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
宰
嘉
庵
と
の
関

わ
り
は
、
以
前
、
西
舞
鶴
の
ま
ち
歩
き
に
参

て
、
西
舞
鶴
の
ま
ち
歩
き
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
集
ま
り
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
出
会

い
「
ま
ち
を
変
え
よ
う
、
面
白
く
し
よ
う
」

と
い
う
思
い
に
触
れ
ま
し
た
。

　

自
分
に
〝
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
わ
く
わ
く
す

る
感
じ
）〟
を
与
え
て
く
れ
た
人
た
ち
を
も
っ

と
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
、
情
報
誌
「
企
て

ろ
。」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
み
ん
な
の
熱
い
思

い
を
形
に
す
る
こ
と
で
自
分
の
学
び
に
も
な

る
と
思
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、

人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
、
自
分
の
世
界

も
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

舞
鶴
高
専 

専
攻
科
２
年　

西
野 

正
純 

さ
ん

　

も
と
も
と
人
と
会
っ
た
り
、
話

し
た
り
す
る
の
は
苦
手
で
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
一
人
で
い
る
の
が

好
き
で
し
た
。
そ
ん
な
自
分
を
変

え
た
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
思
っ

⑥

井
の
中
の
シ
ー
ラ
カ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
い
ざ
大
海
へ
！

　

若
い
人
た
ち
が
舞
鶴
の
ま
ち
を
元
気
に
し
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
舞
鶴
高
専
の
西
野
正
純
さ
ん
も
そ
の
一
人
。「
舞
鶴
を
熱
く
面
白

い
ま
ち
に
し
た
い
！
」
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
人
と
人
、
人
と
舞
鶴
を
つ
な
げ
る

情
報
誌
「
企
て
ろ
。」
を
発
刊
し
た
り
、
町
屋
を
再
生
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
へ
の
情
熱
を

「
情
報
誌
」
と
い
う
形
に

新
た
な
「
企
て
」
を

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
と
う
と
う
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
買
い
替
え
ま
し
た
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
ラ
イ
ン
。「
そ
れ
っ

て
何
な
ん
？
」
い
や
は
や
全

く
つ
い
て
い
け
て
な
い
で

す
。
元
気
人
の
西
野
君
じ
ゃ

な
い
け
れ
ど
、
自
分
こ
そ
が
シ
ー
ラ
カ

ン
ス
？
い
や
化
石
か
な
。
と
は
い
え
、

こ
こ
は
広
報
広
聴
課
。
市
政
情
報
を
ど

ん
ど
ん
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
広
報
ま
い
づ
る
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
幅
広
い

世
代
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
活
用

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
対
外
的

に
も
タ
イ
ム
リ
ー
で
分
か
り
や
す
い
情

報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
楽
し
み
に
！
（
竹
原
）。

　
最
近
、
不
規
則
な
食
生
活
の
せ
い

か
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
減
量
し
た
体
重
が

リ
バ
ウ
ン
ド
中
で
す
（
泣
）。
今
年
は

少
し
体
を
鍛
え
て
身
軽
に
な
っ
た
体
で

取
材
に
駆
け
回
り
た
い
で
す
（
高
橋
）。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

が
流
行
し
て
い
ま
す
。
手
洗
い
う
が
い

に
早
寝
・
早
起
き
、
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
て
飲
ん
で
し
っ
か
り
体
力
を
付
け

て
予
防
し
ま
し
ょ
う
！
も
し
、
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
ら
無
理
は
せ
ず
療
養
し
、

し
ん
ど
く
な
る
前
に
頼
れ
る
ま
ち
の

「
か
か
り
つ
け
医
」
で
受
診
を
（
小
谷
）。

　

実
は
今
、こ
の
宰
嘉
庵
で
新
た
な
「
企
て
」

を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
自

分
の
趣
味
や
楽
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を

持
ち
寄
っ
て
み
ん
な
で
話
し
な
が
ら
「
企

て
」
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
仕

事
や
家
か
ら
一
歩
外
に
出
て
、
ま
ち
に
関
わ

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
舞

鶴
を
面
白
く
し
ま
し
ょ
う
。

《
企
て
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

【
日
時
】
２
月
16
日
㈯
13
時
30
分
か
ら

【
場
所
】
宰
嘉
庵
（
平
野
屋
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
西
野
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
６
２
３
７
・
３
５
３
５
）、
ブ
ロ
グ
「
井

の
中
の
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
、
大
海
を
知
る
。」

（h
ttp

://a
m

e
b

lo
.jp

/m
a

izu
ru

e
m

o
/

）

古
い
町
屋
を
再
生
し
新
た
な
形
で
活
用


